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「
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
起
き
て
み
る
と
、
医
療

提
供
体
制
は
あ
る
程
度
余
裕
を
も
っ
た
形
で

な
い
と
有
事
に
備
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
」（
武
田
俊
彦
元
厚
生
労

働
省
医
政
局
長
：『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』﹇
第
一

生
命
財
団
１
６
５ 

号
﹈）

「
感
染
症
が
国
内
で
拡
大
し
た
と
き
に
備
え

て
、
医
療
の
冗
長
性
（
同
じ
予
備
機
能
が
複

数
あ
る
こ
と
）
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
、
私
た
ち
は
身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
」

（
河
野
太
郎
衆
議
院
議
員
：『
日
本
を
前
に
進

　
適
正
利
益
水
準
と
い
う

議
論
の
必
要
性

　

診
療
所
の
収
益
率
は
構
造
的
に
病
院
よ
り

も
高
い
と
い
う
財
務
省
の
主
張
に
対
し
て
、

私
は
「
診
療
所
が
高
い
の
で
は
な
く
、
病
院

の
収
益
率
が
低
す
ぎ
る
」
と
い
う
こ
と
を
強

調
し
て
お
き
た
い
。

　

河
北
博
文
名
誉
会
長
も
従
前
か
ら
述
べ
ら

れ
て
い
る
、
医
療
機
関
が
医
療
の
質
確
保
に

向
け
た
再
投
資
を
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

「
適
正
利
益
水
準
」
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は

別
の
機
会
に
述
べ
た
い
と
思
う
が
、
複
数
の

医
療
機
関
を
経
営
す
る
私
の
「
肌
感
覚
」
で

言
え
ば
、
経
常
利
益
で
診
療
所
10
〜
20
％
、

病
院
8
〜
15
％
は
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

医
療
機
関
の
収
益
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
流
れ

を
、図
表
6
に
ま
と
め
て
み
た
。「
医
業
収
益
」

は
患
者
数
×
単
価
（
診
療
報
酬
点
数
）
で
決

ま
り
、そ
こ
か
ら
人
件
費
（
職
員
数
×
給
与
）

や
仕
入
費
、業
務
委
託
費
等
の
「
医
業
費
用
」

を
差
し
引
い
た
も
の
が
、
本
業
部
分
の
利
益

で
あ
る
「
医
業
利
益
」
と
な
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
患
者
数
が
減
少
し
、
単

価
は
特
例
加
算
で
上
が
っ
た
も
の
の
、
費
用

は
数
量
・
単
価
と
も
上
昇
し
、
医
業
利
益
は

マ
イ
ナ
ス
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
医
業
外
収

益
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
が
大
き

く
寄
与
し
、
当
期
利
益
、
そ
れ
に
伴
う
税
金
、

税
引
後
利
益
（
利
益
剰
余
金
）
は
増
加
し
た
。

そ
の
結
果
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
は
余
裕

が
出
た
が
、
そ
れ
が
医
療
機
器
や
シ
ス
テ
ム

へ
の
投
資
、
借
入
返
済
に
回
り
、
最
終
的
に

現
金
が
残
っ
た
か
否
か
は
、
各
医
療
機
関
の

事
情
に
よ
り
異
な
る
。

　

医
療
機
関
の
場
合
、
患
者
が
い
る
限
り
簡

単
に
廃
業
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
撤
退
リ
ス

ク
の
大
き
い
産
業
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で

は
、
財
務
省
が
医
療
機
関
の
適
正
利
益
水
準

──はじめに、医療保険・経営管理委員会が取り
扱う内容ついて教えてください。
小川　医療保険で言うと、全国一律の診療報酬体
系において東京都は人口が多く需要が大きいとは
いえ、物価も人件費も高いといった、他府県とは
異なるハンディキャップを抱えています。それに
対し、都独自の加算を設けるといった采配が必要
ではないかという考え方があります。一方、地域
医療構想においても、この都独特の事情は加味し
なければならず、きちんとデータを示しながら各
地域の調整会議で議論されるべきでしょう。
　こうした東京都における医療保険、医療施策の
あり方について検討し、必要に応じて都にも働き
掛けていくことが、当委員会に求められる役割の
一つではないかと思います。
　とはいえ、どこまでを検討範囲とし、それを会
員病院の皆さんに役立つ企画へとどう落とし込む
のかは、まだまだ模索している状況です。
　経営管理に関しても同様の状況ですが、たとえ
ば、私の経営する病院ですでに実践し、経営管理

   定期コラム

委員会・部会活動報告
第4回：医療保険・経営管理委員会

の面で有用性を感じている取り組みに、「管理会計」
と「RPA」があります。
　前者は経営体制の強化のため、具体的に何をす
べきか、どれだけの人員が必要かなどを理解・実
践するうえで非常に有用です。後者は業務改善の
一環として始めたのですが、実際に取り入れてい
くと、大きなコストをかけずに、できる選択肢も広
いことがわかってきました。これらについては、他
の会員病院の方々にも広がればと思う半面、研修
会などで発信するにも単発の企画で理解・実践で
きる内容でもないと感じているので、どのような
形で発信するのが適切か、自院での実例を重ねな
がら今は温めているところです。
──最後に、今後の抱負をお願いします。
小川　委員会では現在、地域医療構想に焦点を絞
り、都内の問題点を見える化しようと議論していま
す。国の進める地域医療構想の方向性は、急性期を
抑え回復期や慢性期にシフトしていくものですが、
都の医療提供体制にそれが当てはめられるかにつ
いては、疑問があります。今後は、「地域密着型の

在宅療養支援病院とは」が議論されるでしょう。
　たとえば、都内の救急体制に関しても、二次救
急の配分がより適正になることで、今ある病院を
活かしながら三次救急への救急車の集中や、管外
搬送などを解決できるのではないかと感じていま
す。そのためには、現状のどこに問題があるのか
を見える化する必要があります。
　また、この見える化の際には、顧客の視点、つま
り病院にとっては地域の視点から見ることが重要
です。この視点をもって、委員会はもちろん、地域
医療構想調整会議でも医療者は議論、検討を進め
ていくほうがいいでしょう。
　そのように、協会外にも広げていく、あるいは会
員病院の方々に役立つ企画として準備をするため
にも、まずは委員会内での議論をより活性化させ
ていければと考えています。
──ありがとうございました。

第18回東京都病院学会

開催ま
で あと65日!

■主　題：自己犠牲に頼らないチームと
　　　　システムで築く献身的医療
　　　　   ―働き方改革を見据えて―
■学会長：宮崎国久（東京北医療センター管理者）
■日　時：2024年２月25日(日)午前９時～午後５時
　　　　　   (午前8時30分開場)
■会　場：アルカディア市ヶ谷（JR市ヶ谷駅徒歩２分）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
８
波

の
最
中
に
年
明
け
を
迎
え
た
２
０
２
３
年
で

し
た
が
、
そ
の
年
の
５
月
８
日
を
も
っ
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
は
感
染
症
法
上
の
２
類
相
当
か

ら
５
類
へ
と
移
行
さ
れ
、
日
本
の
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
は
新
た
な
体
制
へ
と
変
わ
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
感
染
状
況
も
全
数
把
握
か

ら
定
点
把
握
に
変
更
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
５
類
移
行
後
も

感
染
の
波
は
あ
り
、
同
年
９
月
ご
ろ
に
は
第

９
波
と
も
言
う
べ
き
感
染
拡
大
が
見
ら
れ
、

東
京
都
で
も
ピ
ー
ク
時
に
は
１
日
約
１
万
５

０
０
０
人
の
新
規
陽
性
者
が
出
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
感
染
拡
大
が
起
こ
っ
た
と
し

て
も
、
現
行
の
医
療
機
関
に
移
行
前
ほ
ど
の

診
療
報
酬
上
の
措
置
や
補
助
金
等
の
支
援
は

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
の
一
つ
と
し
て
新

型
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
に
突
入
し
た
の
が
、
23
年
と
い
う
年
に
お

け
る
ト
ピ
ッ
ク
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

　

こ
と
に
、
病
院
に
目
を
向
け
る
と
、
急
性

期
か
ら
亜
急
性
期
な
ど
で
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前

と
比
べ
、
相
変
わ
ら
ず
入
院
患
者
数
は
減
少

し
た
状
況
の
な
か
で
23
年
５
月
を
迎
え
、
全

て
の
病
院
で
通
常
医
療
の
傍
ら
新
型
コ
ロ
ナ

に
対
応
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
通

常
医
療
の
入
院
患
者
に
つ
い
て
は
、
徐
々
に

以
前
の
水
準
に
戻
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
予
想

し
て
い
た
経
営
者
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
年
末
を
迎
え
た
現

在
で
も
、
戻
っ
て
い
な
い
急
性
期
病
院
も
少

な
く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

高
齢
患
者
の
受
療
行
動
が
大
き
く
変
化
し

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
年
末
に
差
し
か

か
る
に
つ
れ
て
入
院
患
者
数
自
体
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
季
節
性
の
変
動

な
ら
、
ま
た
減
少
に
転
じ
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
も
う
一
つ
予
想
を
挙
げ
る
な
ら
、
平

均
在
院
日
数
が
短
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で
受
け
皿
が
大

き
く
な
っ
た
領
域
の
一
つ
に
、
在
宅
医
療
が

あ
り
ま
す
。
在
宅
医
療
が
力
を
つ
け
た
こ
と

で
以
前
よ
り
患
者
を
自
宅
へ
返
せ
る
よ
う
に

な
り
、
結
果
的
に
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
に

つ
な
が
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ど
の
要
因
が
本
当
に
入
院
患
者
数
の
減
少

猪口　正孝

経
営
課
題
は
山
積
し
て
い
る
が

平
時
へ
の
回
帰
が
見
え
始
め
た
年

会
長
談
話

年
末
に
寄
せ
て一

般
社
団
法
人
東
京
都
病
院
協
会
会
長

猪
口　
正
孝

　
コ
ロ
ナ
禍
の
外
来
単
価
の
分
析

　

財
務
省
は
、1
受
診
当
た
り
の
医
療
費（
医

科
診
療
所
・
入
院
外
）
が
２
０
０
０
年
〜
10

年
に
年
率
＋
１
・
１
％
、
10
年
〜
19
年
に
年

率
＋
１
・
４
％
で
推
移
し
た
あ
と
、
19
年
〜

22
年
は
年
率
＋
４
・
３
％
に
上
昇
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
、「
近
年
の
物
価
上
昇
率
を
超

え
た
水
準
で
急
増
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た

（
図
表
１
）。
外
来
単
価
が
物
価
上
昇
を
上
回

っ
て
増
加
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
物
価
高
を

吸
収
で
き
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
主
張
だ
。

　

ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
外
来
点
数
に

は
、
コ
ロ
ナ
特
例
の
加
算
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
厚
生
労
働

省
が
９
月
27
日
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
に
提
出
し
た
、
最
近
の
医
療
費
の
動
向
の

資
料
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
は
１
受
診
当
た
り

で
は
な
く
１
日
当
た
り
で
あ
る
が
（
図
表
2
）、

22
年
度
の
１
日
当
た
り
医
療
費
に
は
コ
ロ
ナ

特
例
分
が
３
０
０
円
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
除
く
と
、
19
年
〜
22
年
の
増
加
は
年
率
＋

３
・
１
％
と
、
総
務
省
23
年
４
月
21
日
発
表

の
消
費
者
物
価
指
数
増
加
率
で
あ
る
＋
３
・

２
％
程
度
ま
で
低
下
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
は
、
現
状
は
は
っ

き
り
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
わ
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
明
確
な
対
策
を
講
じ
づ
ら
い
と

い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
物
価
高
騰
・
人
件
費
上
昇

病
院
経
営
へ
の
影
響
は
続
く

　

も
う
一
つ
、
近
年
の
病
院
経
営
を
圧
迫
す

る
ト
ピ
ッ
ク
に
、
物
価
高
騰
が
あ
り
ま
す
。

国
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
」
に
よ
る
支
援
も
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
傷
ん
だ
経
営
状
況
を
十
分
補

て
ん
す
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

水
道
光
熱
費
に
限
ら
ず
病
院
経
営
に
か
か
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
も
物
価

高
騰
は
表
れ
て
い
る
た
め
、
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
全
業
界
で
の
推
進
が
求
め
ら
れ

て
い
る
賃
金
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
23
年
の
春
以
降
、
定
期
昇
給
な

ら
と
も
か
く
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
ま
で
達
成
で

き
た
病
院
は
そ
う
多
く
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
診
療
報
酬
上
、
あ
る
い
は
特
定
の
補

助
金
と
い
っ
た
形
に
な
る
か
は
と
も
か
く
、

一
定
の
支
援
が
な
け
れ
ば
全
病
院
で
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
秋
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
て
、

２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
議

論
も
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
11
月

に
財
務
省
か
ら
、
特
に
診
療
所
に
対
し
て
報

酬
の
引
き
下
げ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
っ

た
論
調
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
診
療
所
の
平
均
的
な
収

益
率
が
病
院
と
比
較
し
て
も
高
い
と
い
う
主

張
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
病
院
の
収

益
率
が
低
す
ぎ
る
た
め
に
そ
う
見
え
る
の
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

さ
て
、
私
自
身
の
23
年
の
出
来
事
を
振
り

返
る
な
ら
、
12
年
間
務
め
た
東
京
都
医
師
会

の
副
会
長
を
辞
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

東
京
都
病
院
協
会
の
常
任
理
事
で
も
あ
る
土

谷
明
男
先
生
に
新
た
に
副
会
長
へ
就
任
い
た

だ
き
、
ま
た
、
都
病
協
常
任
理
事
の
大
坪
由

里
子
先
生
、
小
平
祐
造
先
生
、
な
ら
び
に
参

与
の
新
井
悟
先
生
に
は
引
き
続
き
都
医
の
理

事
も
務
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
、
今
後

も
双
方
の
連
携
は
盤
石
だ
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
私
自
身
は
今
後
、都
病
協
会
長
の
任
に
、

よ
り
一
層
専
念
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
23
年
も
病
院
経
営
を
取
り
巻
く

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
す
る
年
で
し
た

が
、
一
方
で
、
23
年
２
月
の
第
17
回
東
京
都

病
院
学
会
は
久
し
ぶ
り
に
完
全
会
場
開
催
で

実
施
で
き
た
な
ど
、
少
し
ず
つ
平
時
へ
の
活

動
へ
の
回
帰
が
見
ら
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
都
病
協
と
し
て
も
、
さ
ら

な
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
会
員
病
院
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
ま
ず
は
直
近
の
第
18
回
東
京
都
病
院
学

会
を
は
じ
め
、
来
年
も
引
き
続
き
ご
協
力
を

賜
れ
ま
す
と
幸
い
で
す
。

懸
念
し
た
受
診
控
え
が
起
き
る
な
か
、
受
診

間
隔
が
拡
が
る
と
、
検
査
等
を
行
う
た
め
の

１
受
診
当
た
り
の
診
療
密
度
が
上
が
り
、
単

価
も
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　

コ
ス
ト
と
の
比
較
に
つ
い
て
も
、
消
費
者

物
価
指
数
だ
け
を
対
象
と
す
る
の
は
や
や
乱

暴
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
医
療
機
関
を
受
診

さ
れ
た
人
は
わ
か
る
と
思
う
が
、
実
際
の
現

場
で
は
、
発
熱
外
来
専
用
の
ブ
ー
ス
を
増
設

し
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
か
か
わ
る
ス
タ
ッ
フ
を
追
加
雇
用
し

た
り
と
、コ
ロ
ナ
特
例
分
の
診
療
報
酬
で
は
、

と
て
も
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
コ
ス
ト
が
か
か

っ
て
い
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
医
療
機
関
の
収
益
性
や

内
部
留
保
の
見
方

　

ま
た
、
財
務
省
は
、「
診
療
所
の
収
益
が

過
去
2
年
間
で
12
％
増
加
す
る
一
方
、
費
用

は
６
・
５
％
増
加
し
、
経
常
利
益
率
は
３
・

０
％
か
ら
８
・
８
％
へ
と
急
増
。
こ
の
間
、

利
益
剰
余
金
は
約
２
割
増
加
、
看
護
師
等
の

現
場
従
事
者
の
＋
３
％
の
賃
上
げ
に
必
要
な

経
費
の
約
14
年
分
に
相
当
」
と
の
見
解
を
示

し
て
い
る
（
図
表
3
）。

　

そ
の
う
え
で
、「
診
療
所
の
収
益
率
は
構

造
的
に
病
院
よ
り
も
高
い
。
診
療
所
の
平
均

的
な
収
益
率
は
極
め
て
高
水
準
に
あ
る
こ
と

　

会
の
は
じ
め
に
、
事
務
管
理
部
会
の
田
野

倉
浩
治
部
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
こ
の
研

修
会
は
、
瀬
下
忠
男
さ
ん
の
講
師
の
も
と
で

学
ぶ
勉
強
会
で
あ
る
と
同
時
に
、
各
病
院
の

れ
ば
と
思
う
し
、
私
の
体
験
談
も
交
え
て
現

場
の
仕
事
に
戻
っ
た
際
に
役
立
つ
話
が
で
き

れ
ば
と
思
う
」
と
挨
拶
し
た
。

　

そ
し
て
講
演
で
は
、
瀬
下
氏
が
自
身
の
こ

れ
ま
で
の
経
歴
や
体
験
を
ベ
ー
ス
に
、
東
京

都
お
よ
び
首
都
圏
に
お
け
る
保
険
医
療
機
関

に
対
す
る
監
督
・
指
導
体
制
の
変
遷
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
現
行
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
、
意
見
を
述
べ
た
。

　

ま
ず
、
瀬
下
氏
が
当
時
の
東
京
都
福
祉
局

社
会
保
険
管
理
部
に
入
職
し
た
の
は
、
１
９

８
５
年
の
こ
と
。
２
０
０
０
年
に
東
京
社
会

保
険
事
務
局
へ
改
称
さ
れ
て
以
降
は
、
主
に

適
時
調
査
や
届
出
の
相
談
な
ど
施
設
基
準
に

関
す
る
業
務
を
担
当
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

こ
れ
ら
の
機
能
は
08
年
よ
り
厚
生
労
働
省
の

地
方
支
分
部
局
で
あ
る
厚
生
局
に
移
管
さ

れ
、
瀬
下
氏
も
関
東
信
越
厚
生
局
の
所
属
で

引
き
続
き
業
務
に
従
事
し
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
在
職
中
、
東
京
都
の
医
療
保

険
行
政
の
体
制
変
化
を
経
験
し
て
き
た
瀬
下

氏
は
、
実
際
に
業
務
に
携
わ
る
現
場
の
変
化

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
東
京
都
福
祉
局
・
東
京
社
会
保
険
事
務
局

時
代
と
厚
生
局
時
代
で
一
番
変
わ
っ
た
の

は
、範
囲
だ
っ
た
。
前
者
は
名
前
の
と
お
り
、

都
内
の
保
険
医
療
機
関
に
対
す
る
監
督
・
指

導
や
届
出
等
の
相
談
が
仕
事
で
、
範
囲
が
東

京
で
完
結
し
て
い
た
。
し
か
し
、
厚
生
局
に

移
管
後
は
、
そ
の
範
囲
が
一
気
に
１
都
９
県

ま
で
拡
大
し
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ

に
伴
っ
て
、
各
都
県
へ
の
異
動
や
配
置
換
え

も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

　

こ
の
変
化
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
瀬

下
氏
は
、
異
動
や
配
置
換
え
の
都
合
上
、
配

属
さ
れ
た
都
県
に
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
職
員

が
そ
の
ま
ま
適
時
調
査
な
ど
の
業
務
に
携
わ

る
よ
う
な
場
面
も
珍
し
く
な
く
な
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
、
深
く
担
当
都
県
の
事
情
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
吸
収
す
る
前
に
ま
た
異
動
に
な

り
、
職
員
が
経
験
値
を
蓄
積
し
づ
ら
く
な
っ

た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
は
同
じ
業

務
で
も
、
都
県
ご
と
に
業
務
の
や
り
方
な
ど

に
差
異
が
あ
る
点
も
問
題
が
あ
る
と
述
べ

た
。

「
同
じ
業
務
で
も
た
と
え
ば
、
東
京
都
と
埼

玉
県
で
や
り
方
や
現
場
の
判
断
基
準
が
全
く

違
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
関
東
信
越
厚

生
局
に
限
ら
ず
往
々
に
し
て
起
こ
り
が
ち

だ
。
そ
の
た
め
、
異
動
前
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
新

し
い
職
場
で
あ
ま
り
活
か
せ
ず
、
こ
れ
も
職

員
の
知
識
や
経
験
が
深
掘
り
さ
れ
に
く
い
要

因
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
」

　

厚
生
局
の
職
員
の
質
は
、
ひ
い
て
は
届
出

等
の
相
談
や
適
時
調
査
で
か
か
わ
る
病
院
へ

の
対
応
の
質
に
も
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、

重
大
な
課
題
だ
と
強
調
し
た
。

　

さ
ら
に
、
瀬
下
氏
は
、
施
設
基
準
等
の
管

理
・
運
用
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・

支
援
に
携
わ
る
経
験
か
ら
、
各
地
の
厚
生
局

の
印
象
や
、
病
院
か
ら
相
談
の
多
い
依
頼
な

ど
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

都
道
府
県
ご
と
や
厚
生
局
ご
と
の
や
り
方
や

や
、
利
益
剰
余
金
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
診
療
所
の
報
酬
単
価
を
引
き

下
げ
、
保
険
料
負
担
減
・
窓
口
負
担
軽
減
に

つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
」
と
、
問
題
提
起
し

た
（
図
表
4
）。
し
か
し
、
収
益
率
の
推
移

を
見
る
の
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で
急

落
し
た
20
年
の
３
・
０
％
を
起
点
に
伸
び
率

を
計
算
す
る
の
は
、
そ
も
そ
も
統
計
の
見
方

と
し
て
間
違
っ
て
い
る
。
診
療
所
の
収
益
率

は
、
過
去
６
〜
７
％
で
推
移
し
て
い
た
が
、

20
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
下
落
、
足
許

で
コ
ロ
ナ
特
例
に
よ
り
回
復
し
て
き
て
い

る
、
と
見
る
の
が
、
正
確
だ
と
思
う
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
機
関
の
収
益

性
を
見
る
場
合
、
医
業
外
収
益
に
新
型
コ
ロ

ナ
関
連
補
助
金
が
含
ま
れ
、
平
時
の
収
益
で

は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
を
加
え
て
８
・
８
％

と
い
う
の
は
、
決
し
て
高
い
わ
け
で
は
な
い

を
、
中
小
企
業
全
体
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
業
の

２
〜
３
％
相
当
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
は
、

違
和
感
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
む
し
ろ
国

民
の
生
命
に
関
与
し
て
い
る
と
い
う
点
で

は
、
た
と
え
ば
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
の
利
益

率
で
あ
る
10
〜
20
％
を
参
考
に
し
た
ほ
う

が
、
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
医
療
機
関
が
安
定
し
て

地
域
に
医
療
を
提
供
し
て
い
く
に
は
、
借
入

返
済
を
は
じ
め
、
医
療
機
器
の
更
新
や
医
療

Ｄ
Ｘ
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
投
資
を
絶
え
間
な

く
行
っ
て
い
け
る
だ
け
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
う
し
た
必
要
な
コ

ス
ト
を
積
み
上
げ
て
、
あ
る
べ
き
収
益
＝
診

療
報
酬
を
決
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

　

ち
な
み
に
、
非
常
に
ラ
フ
で
あ
る
が
、
賃

上
げ
と
物
価
高
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
必
要

な
診
療
報
酬
改
定
率
を
試
算
し
て
み
た
。
賃

上
げ
3
％
は
医
療
費
ベ
ー
ス
で
約
６
４
０
０

億
円
と
推
計
さ
れ
、
来
年
度
春
闘
で
想
定
さ

れ
る
５
％
ま
で
上
げ
る
と
１
兆
６
０
０
億
円

に
な
り
、必
要
な
改
定
率
は
そ
れ
ぞ
れ
＋
２
・

29
％
、＋
３
・
８
％
と
な
る
。

　

材
料
費
や
経
費
等
の
物
価
高
の
影
響
を

４
・
８
％
（
※
前
出
の
「
2
0
2
3
年
度
病

院
経
営
定
期
調
査
」
に
お
け
る
23
年
４
月
〜

６
月
の
前
年
比
増
加
率
）
と
仮
定
す
る
と
、

医
療
費
ベ
ー
ス
で
約
３
７
０
０
億
円
と
な

り
、
必
要
な
改
定
率
は
＋
１
・
32
%
と
な
る
。

通
常
ベ
ー
ス
の
改
定
率
を
前
回
並
み
の
＋

０
・
43
％
と
し
た
場
合
、
求
め
ら
れ
る
診
療

報
酬
改
定
率
は
最
大
で
＋
５
・
55
％
（
３
・

８
＋
１
・
32
＋
０
・
43
）に
な
る
計
算
で
あ
る
。

　
お
わ
り
に

　

東
京
都
病
院
協
会
は
、
猪
口
正
孝
会
長
を

リ
ー
ダ
ー
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
危
機
を
乗
り
切

っ
た
が
、そ
の
経
験
を
通
じ
、医
療
に
は
「
余

裕
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
も
、
率
で
は
な
く
額

で
見
る
と
、
純
利
益
は
１
０
０
０
万
円
強
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
補
助
金
を
除
い
た
医
療

機
関
の
収
益
と
い
う
点
で
は
、
診
療
所
で
は

な
く
病
院
の
デ
ー
タ
に
は
な
る
も
の
の
、
病

院
団
体
同
士
の
大
同
団
結
が
呼
び
か
け
ら
れ

る
な
か
、
日
本
医
療
法
人
協
会
、
全
日
本
病

院
協
会
、
日
本
病
院
会
の
３
団
体
が
23
年
10

月
10
日
に
公
表
し
た
、「
２
０
２
３
年
度
病

院
経
営
定
期
調
査
」
が
あ
る
。

　

同
調
査
結
果
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
補

助
金
を
除
い
た
経
常
利
益
の
推
移
を
見
る

と
、
最
近
５
年
間
一
貫
し
て
赤
字
で
あ
り
、

赤
字
幅
は
18
年
度
の
▲
１
８
０
万
円
か
ら
、

22
年
度
の
▲
３
億
１
２
４
３
万
８
０
０
０
円

へ
と
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
（
図
表
5
）。

ま
た
、
利
益
剰
余
金
に
つ
い
て
も
一
言
述
べ

て
お
き
た
い
。
利
益
剰
余
金
と
い
う
と
現
預

金
が
あ
る
と
勘
違
い
し
て
し
ま
う
が
、
多
く

の
場
合
、
利
益
剰
余
金
と
現
預
金
は
一
致
し

な
い
。
た
と
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
補
助

金
を
10
億
円
も
ら
っ
て
、Ｃ
Ｔ
や
人
工
呼
吸

器
等
の
医
療
機
器
（
償
却
期
間
５
年
）
を
10

億
円
分
購
入
し
た
ケ
ー
ス
を
考
え
て
み
る
。

　

損
益
計
算
書
（
Ｐ
／
Ｌ
）
上
は
、
補
助
金

が
医
業
外
収
益
10
億
円
、
医
療
機
器
の
減
価

償
却
費
2
億
円
、
当
期
利
益
８
億
円
（
10
億

円
-２
億
円
）、
法
人
税
３
・
２
億
円
（
税

率
40
%
）、
純
利
益
４
・
８
億
円
が
計
上
さ

れ
る
。
一
方
、
医
療
機
関
の
財
務
状
態
を
表

す
貸
借
対
照
表（
Ｂ
／
Ｓ
）上
は
、純
利
益
４
・

８
億
円
が
右
下
の
利
益
剰
余
金
に
蓄
積
さ

れ
、
左
側
の
資
産
に
医
療
機
器
8
億
円
が
計

上
さ
れ
、
現
預
金
が
法
人
税
の
支
払
い
で
-

３
・
２
億
円
減
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
利

益
剰
余
金
は
医
療
機
関
の
経
営
を
安
定
的
に

維
持
し
て
い
く
た
め
の
投
資
に
使
う
べ
き
ス

ト
ッ
ク
で
あ
り
、
物
価
高
や
賃
上
げ
等
に
は

フ
ロ
ー
の
収
益
で
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

判
断
基
準
を
あ
る
程
度
標
準
化
し
て
い
く
重

要
性
を
指
摘
す
る
。

「
や
は
り
診
療
報
酬
で
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を

占
め
て
い
る
の
は
、
施
設
基
準
だ
。
そ
う
し

た
点
か
ら
も
、
そ
の
解
釈
や
判
断
に
つ
い
て

は
あ
る
程
度
標
準
化
さ
れ
て
い
な
い
と
、
同

じ
都
道
府
県
内
で
も
地
域
間
で
の
不
公
平
感

が
生
ま
れ
か
ね
な
い
。
た
と
え
ば
、
同
じ
東

京
都
で
も
23
区
内
と
八
王
子
市
や
青
梅
市
で

は
地
域
事
情
が
異
な
る
か
ら
、
適
時
調
査
や

届
出
等
の
判
断
に
も
違
い
が
出
て
い
い
の
か

と
言
え
ば
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、

現
状
と
し
て
は
各
地
の
厚
生
局
や
都
道
府
県

で
そ
の
標
準
と
す
る
考
え
方
は
ま
ち
ま
ち
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
傾
向
に
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
東
京
都
で
も
、
茨
城
県
で
も
、
群
馬

県
で
も
、
同
じ
考
え
方
の
も
と
で
ス
タ
ー
ト

す
る
と
い
う
発
想
が
な
け
れ
ば
、
地
域
間
の

不
公
平
感
は
解
消
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
」

　

そ
の
う
え
で
瀬
下
氏
は
、
病
院
側
に
つ
い

て
も
、
相
談
な
ど
を
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思

わ
ず
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
や
確
認
し
た
い

こ
と
は
遠
慮
せ
ず
厚
生
局
に
問
い
合
わ
せ
て

ほ
し
い
と
呼
び
か
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

会
の
後
半
で
は
、
講
師
の
瀬
下
氏
と
参
加

者
に
よ
る
情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
適
時
調
査
や
施
設
基
準
の
届
出

な
ど
で
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
へ
の
疑
問
や
質

問
が
出
さ
れ
、
瀬
下
氏
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
、
他
の
参
加
者
か
ら
も
自
身
の
経
験
を
踏

ま
え
た
意
見
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
事
務
管
理
部
会
で
は
、
現
場
の
事

務
職
員
向
け
の
交
流
や
情
報
交
換
の
手
段
と

し
て
、
非
公
開
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
「
日
々

の
業
務
に
関
す
る
質
問
」
グ
ル
ー
プ
を
開
設

し
て
い
る
。
田
野
倉
部
会
長
も
、
こ
う
し
た

ツ
ー
ル
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
と
参
加
者

へ
共
有
し
た
。

め
る
』﹇
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
﹈）

「
病
床
の
稼
働
率
が
今
70
％
程
度
だ
っ
た
と

す
れ
ば
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
経
験
か
ら
、
一

般
病
床
を
感
染
症
が
起
き
た
時
に
転
用
す
る

備
え
を
し
て
お
け
ば
、な
ん
と
か
な
る
」（
相

澤
孝
夫
日
本
病
院
会
会
長
：『
社
会
保
険
旬

報
』
21
年
９
月
１
日
号
）

　

こ
の
よ
う
に
、
有
識
者
の
方
々
か
ら
も
日

本
の
医
療
を
守
る
に
は
病
院
経
営
に
あ
る
程

度
の
余
裕（
そ
れ
を
可
能
に
す
る
診
療
報
酬
）

が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
意
見
が
多
い
。

　

財
務
省
も
、
20
年
11
月
25
日
の
財
政
制
度

等
審
議
会
に
お
い
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
の
脅

威
が
続
い
て
い
る
な
か
、
闘
い
の
最
前
線
に

立
ち
続
け
、
献
身
的
な
努
力
を
重
ね
て
い
た

だ
い
て
い
る
医
療
従
事
者
の
方
々
に
は
深
い

敬
意
と
と
も
に
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
」
と
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て

い
る
。
無
論
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
る
医
療

提
供
体
制
構
築
の
た
め
に
、
多
額
の
公
費
が

投
入
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
成

果
に
つ
い
て
十
分
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
た
だ
、
地
域
医
療

を
堅
持
す
る
た
め
に
必
要
な
医
療
機
関
の

「
適
正
利
益
水
準
」
の
議
論
は
別
に
行
う
べ

き
も
の
で
あ
り
、
私
も
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

非公開SNS「日々の業務に関する質問」
グループのご案内

会員病院の皆様からのご質問に、事務管理部会役員が回
答いたします。ご参加希望の方は、下記QRコードの案内文、
運用ルールをご確認のうえ、お申し込みください。

運
営
ル
ー
ル
詳
細
は

こ
ち
ら
の

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
！

担
当
者
で
あ
る
参
加
者
の
皆
さ
ん
同
士
の
横

の
つ
な
が
り
、
情
報
交
換
の
場
で
あ
る
こ
と

も
、
重
要
な
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、

お
互
い
に
忌
憚
な
く
質
問
し
合
い
、
知
見
を

得
る
良
い
機
会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
、

参
加
者
へ
呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
登
壇
し
た
瀬
下
氏
は
、
第
１
〜
５

回
の
研
修
会
に
参
加
し
た
参
加
者
た
ち
に
謝

意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
こ
れ
ま
で
の
講

演
で
疑
問
に
思
っ
た
も
の
の
、
そ
の
場
で
質

問
で
き
な
か
っ
た
人
も
い
る
と
思
う
。
今
日

は
そ
う
い
っ
た
疑
問
も
直
接
聞
い
て
も
ら
え

小川 聡子
委員長

案
内
の
詳
細
は

こ
ち
ら
の

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
！
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「
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
起
き
て
み
る
と
、
医
療

提
供
体
制
は
あ
る
程
度
余
裕
を
も
っ
た
形
で

な
い
と
有
事
に
備
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
」（
武
田
俊
彦
元
厚
生
労

働
省
医
政
局
長
：『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』﹇
第
一

生
命
財
団
１
６
５ 

号
﹈）

「
感
染
症
が
国
内
で
拡
大
し
た
と
き
に
備
え

て
、
医
療
の
冗
長
性
（
同
じ
予
備
機
能
が
複

数
あ
る
こ
と
）
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
、
私
た
ち
は
身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
」

（
河
野
太
郎
衆
議
院
議
員
：『
日
本
を
前
に
進

　
適
正
利
益
水
準
と
い
う

議
論
の
必
要
性

　

診
療
所
の
収
益
率
は
構
造
的
に
病
院
よ
り

も
高
い
と
い
う
財
務
省
の
主
張
に
対
し
て
、

私
は
「
診
療
所
が
高
い
の
で
は
な
く
、
病
院

の
収
益
率
が
低
す
ぎ
る
」
と
い
う
こ
と
を
強

調
し
て
お
き
た
い
。

　

河
北
博
文
名
誉
会
長
も
従
前
か
ら
述
べ
ら

れ
て
い
る
、
医
療
機
関
が
医
療
の
質
確
保
に

向
け
た
再
投
資
を
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

「
適
正
利
益
水
準
」
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は

別
の
機
会
に
述
べ
た
い
と
思
う
が
、
複
数
の

医
療
機
関
を
経
営
す
る
私
の
「
肌
感
覚
」
で

言
え
ば
、
経
常
利
益
で
診
療
所
10
〜
20
％
、

病
院
8
〜
15
％
は
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

医
療
機
関
の
収
益
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
流
れ

を
、図
表
6
に
ま
と
め
て
み
た
。「
医
業
収
益
」

は
患
者
数
×
単
価
（
診
療
報
酬
点
数
）
で
決

ま
り
、そ
こ
か
ら
人
件
費
（
職
員
数
×
給
与
）

や
仕
入
費
、業
務
委
託
費
等
の
「
医
業
費
用
」

を
差
し
引
い
た
も
の
が
、
本
業
部
分
の
利
益

で
あ
る
「
医
業
利
益
」
と
な
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
患
者
数
が
減
少
し
、
単

価
は
特
例
加
算
で
上
が
っ
た
も
の
の
、
費
用

は
数
量
・
単
価
と
も
上
昇
し
、
医
業
利
益
は

マ
イ
ナ
ス
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
医
業
外
収

益
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
が
大
き

く
寄
与
し
、
当
期
利
益
、
そ
れ
に
伴
う
税
金
、

税
引
後
利
益
（
利
益
剰
余
金
）
は
増
加
し
た
。

そ
の
結
果
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
は
余
裕

が
出
た
が
、
そ
れ
が
医
療
機
器
や
シ
ス
テ
ム

へ
の
投
資
、
借
入
返
済
に
回
り
、
最
終
的
に

現
金
が
残
っ
た
か
否
か
は
、
各
医
療
機
関
の

事
情
に
よ
り
異
な
る
。

　

医
療
機
関
の
場
合
、
患
者
が
い
る
限
り
簡

単
に
廃
業
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
撤
退
リ
ス

ク
の
大
き
い
産
業
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で

は
、
財
務
省
が
医
療
機
関
の
適
正
利
益
水
準

〜
財
政
審
「
社
会
保
障
」
の
議
論
に
対
す
る
私
見
〜

財
務
省
は
2
0
2
3
年
11
月
1
日
の
財
政
制
度
等
審
議
会
・
財
政
制
度
分
科
会
で
、

診
療
報
酬
改
定
に
関
す
る
医
療
機
関
の
デ
ー
タ
を
示
し
、「
診
療
所
の
極
め
て
良
好
な

経
営
状
況
等
を
踏
ま
え
、診
療
所
の
報
酬
単
価
を
引
き
下
げ
る
こ
と
等
に
よ
り
、現
場

従
事
者
の
処
遇
改
善
等
の
課
題
に
対
応
し
つ
つ
診
療
報
酬
本
体
を
マ
イ
ナ
ス
改
定
と

す
る
こ
と
が
適
当
」と
の
見
解
を
発
表
し
た
。本
稿
で
は
同
資
料
に
つ
い
て
、安
藤
高

夫
・一
般
社
団
法
人
東
京
都
病
院
協
会
副
会
長
が
医
療
経
営
に
携
わ
る
立
場
か
ら
私

見
を
寄
せ
た
。ま
た
、細
か
な
数
字
の
云
々
で
は
な
く
、デ
ー
タ
の
見
方
や
経
営
指
標
の

考
え
方
を
中
心
に
論
じ
た
。

一
般
社
団
法
人
東
京
都
病
院
協
会
副
会
長

安
藤　
高
夫

特
別
寄
稿

医
療
機
関
の
デ
ー
タ
の
見
方
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
の
外
来
単
価
の
分
析

　

財
務
省
は
、1
受
診
当
た
り
の
医
療
費（
医

科
診
療
所
・
入
院
外
）
が
２
０
０
０
年
〜
10

年
に
年
率
＋
１
・
１
％
、
10
年
〜
19
年
に
年

率
＋
１
・
４
％
で
推
移
し
た
あ
と
、
19
年
〜

22
年
は
年
率
＋
４
・
３
％
に
上
昇
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
、「
近
年
の
物
価
上
昇
率
を
超

え
た
水
準
で
急
増
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た

（
図
表
１
）。
外
来
単
価
が
物
価
上
昇
を
上
回

っ
て
増
加
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
物
価
高
を

吸
収
で
き
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
主
張
だ
。

　

ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
外
来
点
数
に

は
、
コ
ロ
ナ
特
例
の
加
算
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
厚
生
労
働

省
が
９
月
27
日
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
に
提
出
し
た
、
最
近
の
医
療
費
の
動
向
の

資
料
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
は
１
受
診
当
た
り

で
は
な
く
１
日
当
た
り
で
あ
る
が
（
図
表
2
）、

22
年
度
の
１
日
当
た
り
医
療
費
に
は
コ
ロ
ナ

特
例
分
が
３
０
０
円
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
除
く
と
、
19
年
〜
22
年
の
増
加
は
年
率
＋

３
・
１
％
と
、
総
務
省
23
年
４
月
21
日
発
表

の
消
費
者
物
価
指
数
増
加
率
で
あ
る
＋
３
・

２
％
程
度
ま
で
低
下
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

図表1　1受診当たりの医療費（医科診療所・入院外）
　　　 （薬剤費は院内処方の場合を除き含まれない）

図表3　診療所における収益・費用・利益の状況（資料：財政制度分科会2023年11月1日より作成）

図表4　診療所と病院の収益率の比較(医療法人)

出典：中医協資料「最近の医療費の動向について(前回報告の補足)」

安藤　高夫

懸
念
し
た
受
診
控
え
が
起
き
る
な
か
、
受
診

間
隔
が
拡
が
る
と
、
検
査
等
を
行
う
た
め
の

１
受
診
当
た
り
の
診
療
密
度
が
上
が
り
、
単

価
も
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　

コ
ス
ト
と
の
比
較
に
つ
い
て
も
、
消
費
者

物
価
指
数
だ
け
を
対
象
と
す
る
の
は
や
や
乱

暴
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
医
療
機
関
を
受
診

さ
れ
た
人
は
わ
か
る
と
思
う
が
、
実
際
の
現

場
で
は
、
発
熱
外
来
専
用
の
ブ
ー
ス
を
増
設

し
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
か
か
わ
る
ス
タ
ッ
フ
を
追
加
雇
用
し

た
り
と
、コ
ロ
ナ
特
例
分
の
診
療
報
酬
で
は
、

と
て
も
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
コ
ス
ト
が
か
か

っ
て
い
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
医
療
機
関
の
収
益
性
や

内
部
留
保
の
見
方

　

ま
た
、
財
務
省
は
、「
診
療
所
の
収
益
が

過
去
2
年
間
で
12
％
増
加
す
る
一
方
、
費
用

は
６
・
５
％
増
加
し
、
経
常
利
益
率
は
３
・

０
％
か
ら
８
・
８
％
へ
と
急
増
。
こ
の
間
、

利
益
剰
余
金
は
約
２
割
増
加
、
看
護
師
等
の

現
場
従
事
者
の
＋
３
％
の
賃
上
げ
に
必
要
な

経
費
の
約
14
年
分
に
相
当
」
と
の
見
解
を
示

し
て
い
る
（
図
表
3
）。

　

そ
の
う
え
で
、「
診
療
所
の
収
益
率
は
構

造
的
に
病
院
よ
り
も
高
い
。
診
療
所
の
平
均

的
な
収
益
率
は
極
め
て
高
水
準
に
あ
る
こ
と

や
、
利
益
剰
余
金
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
診
療
所
の
報
酬
単
価
を
引
き

下
げ
、
保
険
料
負
担
減
・
窓
口
負
担
軽
減
に

つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
」
と
、
問
題
提
起
し

た
（
図
表
4
）。
し
か
し
、
収
益
率
の
推
移

を
見
る
の
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で
急

落
し
た
20
年
の
３
・
０
％
を
起
点
に
伸
び
率

を
計
算
す
る
の
は
、
そ
も
そ
も
統
計
の
見
方

と
し
て
間
違
っ
て
い
る
。
診
療
所
の
収
益
率

は
、
過
去
６
〜
７
％
で
推
移
し
て
い
た
が
、

20
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
下
落
、
足
許

で
コ
ロ
ナ
特
例
に
よ
り
回
復
し
て
き
て
い

る
、
と
見
る
の
が
、
正
確
だ
と
思
う
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
機
関
の
収
益

性
を
見
る
場
合
、
医
業
外
収
益
に
新
型
コ
ロ

ナ
関
連
補
助
金
が
含
ま
れ
、
平
時
の
収
益
で

は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
を
加
え
て
８
・
８
％

と
い
う
の
は
、
決
し
て
高
い
わ
け
で
は
な
い

を
、
中
小
企
業
全
体
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
業
の

２
〜
３
％
相
当
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
は
、

違
和
感
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
む
し
ろ
国

民
の
生
命
に
関
与
し
て
い
る
と
い
う
点
で

は
、
た
と
え
ば
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
の
利
益

率
で
あ
る
10
〜
20
％
を
参
考
に
し
た
ほ
う

が
、
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
医
療
機
関
が
安
定
し
て

地
域
に
医
療
を
提
供
し
て
い
く
に
は
、
借
入

返
済
を
は
じ
め
、
医
療
機
器
の
更
新
や
医
療

Ｄ
Ｘ
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
投
資
を
絶
え
間
な

く
行
っ
て
い
け
る
だ
け
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
う
し
た
必
要
な
コ

ス
ト
を
積
み
上
げ
て
、
あ
る
べ
き
収
益
＝
診

療
報
酬
を
決
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

　

ち
な
み
に
、
非
常
に
ラ
フ
で
あ
る
が
、
賃

上
げ
と
物
価
高
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
必
要

な
診
療
報
酬
改
定
率
を
試
算
し
て
み
た
。
賃

上
げ
3
％
は
医
療
費
ベ
ー
ス
で
約
６
４
０
０

億
円
と
推
計
さ
れ
、
来
年
度
春
闘
で
想
定
さ

れ
る
５
％
ま
で
上
げ
る
と
１
兆
６
０
０
億
円

に
な
り
、必
要
な
改
定
率
は
そ
れ
ぞ
れ
＋
２
・

29
％
、＋
３
・
８
％
と
な
る
。

　

材
料
費
や
経
費
等
の
物
価
高
の
影
響
を

４
・
８
％
（
※
前
出
の
「
2
0
2
3
年
度
病

院
経
営
定
期
調
査
」
に
お
け
る
23
年
４
月
〜

６
月
の
前
年
比
増
加
率
）
と
仮
定
す
る
と
、

医
療
費
ベ
ー
ス
で
約
３
７
０
０
億
円
と
な

り
、
必
要
な
改
定
率
は
＋
１
・
32
%
と
な
る
。

通
常
ベ
ー
ス
の
改
定
率
を
前
回
並
み
の
＋

０
・
43
％
と
し
た
場
合
、
求
め
ら
れ
る
診
療

報
酬
改
定
率
は
最
大
で
＋
５
・
55
％
（
３
・

８
＋
１
・
32
＋
０
・
43
）に
な
る
計
算
で
あ
る
。

　
お
わ
り
に

　

東
京
都
病
院
協
会
は
、
猪
口
正
孝
会
長
を

リ
ー
ダ
ー
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
危
機
を
乗
り
切

っ
た
が
、そ
の
経
験
を
通
じ
、医
療
に
は
「
余

裕
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
も
、
率
で
は
な
く
額

で
見
る
と
、
純
利
益
は
１
０
０
０
万
円
強
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
補
助
金
を
除
い
た
医
療

機
関
の
収
益
と
い
う
点
で
は
、
診
療
所
で
は

な
く
病
院
の
デ
ー
タ
に
は
な
る
も
の
の
、
病

院
団
体
同
士
の
大
同
団
結
が
呼
び
か
け
ら
れ

る
な
か
、
日
本
医
療
法
人
協
会
、
全
日
本
病

院
協
会
、
日
本
病
院
会
の
３
団
体
が
23
年
10

月
10
日
に
公
表
し
た
、「
２
０
２
３
年
度
病

院
経
営
定
期
調
査
」
が
あ
る
。

　

同
調
査
結
果
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
補

助
金
を
除
い
た
経
常
利
益
の
推
移
を
見
る

と
、
最
近
５
年
間
一
貫
し
て
赤
字
で
あ
り
、

赤
字
幅
は
18
年
度
の
▲
１
８
０
万
円
か
ら
、

22
年
度
の
▲
３
億
１
２
４
３
万
８
０
０
０
円

へ
と
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
（
図
表
5
）。

ま
た
、
利
益
剰
余
金
に
つ
い
て
も
一
言
述
べ

て
お
き
た
い
。
利
益
剰
余
金
と
い
う
と
現
預

金
が
あ
る
と
勘
違
い
し
て
し
ま
う
が
、
多
く

の
場
合
、
利
益
剰
余
金
と
現
預
金
は
一
致
し

な
い
。
た
と
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
補
助

金
を
10
億
円
も
ら
っ
て
、Ｃ
Ｔ
や
人
工
呼
吸

器
等
の
医
療
機
器
（
償
却
期
間
５
年
）
を
10

億
円
分
購
入
し
た
ケ
ー
ス
を
考
え
て
み
る
。

　

損
益
計
算
書
（
Ｐ
／
Ｌ
）
上
は
、
補
助
金

が
医
業
外
収
益
10
億
円
、
医
療
機
器
の
減
価

償
却
費
2
億
円
、
当
期
利
益
８
億
円
（
10
億

円
-２
億
円
）、
法
人
税
３
・
２
億
円
（
税

率
40
%
）、
純
利
益
４
・
８
億
円
が
計
上
さ

れ
る
。
一
方
、
医
療
機
関
の
財
務
状
態
を
表

す
貸
借
対
照
表（
Ｂ
／
Ｓ
）上
は
、純
利
益
４
・

８
億
円
が
右
下
の
利
益
剰
余
金
に
蓄
積
さ

れ
、
左
側
の
資
産
に
医
療
機
器
8
億
円
が
計

上
さ
れ
、
現
預
金
が
法
人
税
の
支
払
い
で
-

３
・
２
億
円
減
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
利

益
剰
余
金
は
医
療
機
関
の
経
営
を
安
定
的
に

維
持
し
て
い
く
た
め
の
投
資
に
使
う
べ
き
ス

ト
ッ
ク
で
あ
り
、
物
価
高
や
賃
上
げ
等
に
は

フ
ロ
ー
の
収
益
で
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

め
る
』﹇
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
﹈）

「
病
床
の
稼
働
率
が
今
70
％
程
度
だ
っ
た
と

す
れ
ば
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
経
験
か
ら
、
一

般
病
床
を
感
染
症
が
起
き
た
時
に
転
用
す
る

備
え
を
し
て
お
け
ば
、な
ん
と
か
な
る
」（
相

澤
孝
夫
日
本
病
院
会
会
長
：『
社
会
保
険
旬

報
』
21
年
９
月
１
日
号
）

　

こ
の
よ
う
に
、
有
識
者
の
方
々
か
ら
も
日

本
の
医
療
を
守
る
に
は
病
院
経
営
に
あ
る
程

度
の
余
裕（
そ
れ
を
可
能
に
す
る
診
療
報
酬
）

が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
意
見
が
多
い
。

　

財
務
省
も
、
20
年
11
月
25
日
の
財
政
制
度

等
審
議
会
に
お
い
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
の
脅

威
が
続
い
て
い
る
な
か
、
闘
い
の
最
前
線
に

立
ち
続
け
、
献
身
的
な
努
力
を
重
ね
て
い
た

だ
い
て
い
る
医
療
従
事
者
の
方
々
に
は
深
い

敬
意
と
と
も
に
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
」
と
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て

い
る
。
無
論
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
る
医
療

提
供
体
制
構
築
の
た
め
に
、
多
額
の
公
費
が

投
入
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
成

果
に
つ
い
て
十
分
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
た
だ
、
地
域
医
療

を
堅
持
す
る
た
め
に
必
要
な
医
療
機
関
の

「
適
正
利
益
水
準
」
の
議
論
は
別
に
行
う
べ

き
も
の
で
あ
り
、
私
も
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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１受診当たり医療費

2010→2019
+1.4%／年

2000→2010
+1.1%／年

2019→2022
+4.3％／年

6,905円

6,079円

7,841円

5,460円 【2019-2022】
・新型コロナに係る補助金は単価に影響を与えない
・診療報酬の特例や不妊治療の保険適用による影響は、
一定の仮定をおいた推計で370円程度
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図表2　1日当たり医療費

給与費（医師以外）
４千万円

利益剰余金
1.05億円

利益剰余金
1.14億円

利益剰余金
1.24億円

【+1,900万円】

2020年度

現場従事者の賃上げ（＋３％）に必要な費用＝140万円／年 約14年分

当期純利益
220万円

当期純利益
940万円

当期純利益
1,140万円

収益: 1.88億円
経常利益率: 8.8％

収益: 1.68億円
経常利益率: 3.0％

収益: 1.78億円
経常利益率: 7.4％

【＋12％】

【＋6.5％】

2022年度2021年度

【＋18％】

（医療法人単位）（参考）中小企業における平均経常利益率
2020年度 2021年度 2022年度

全産業 2.6% 3.3% 3.4%
サービス産業 2.1% 2.8% 3.1%

（
フ
ロ
ー
）

（
ス
ト
ッ
ク
）

※【】は、2020年度からの増加率（額）

医療施設単位を
ベースに

医療法人単位を推計

各医療法人における事業報告書等（許可病床数０床の18,207法人）を基に財務省において集計

（注１） 各都道府県等が公表している事業報告書等を基に、2020事業年度から2022事業年度の医療法人の経営状況等を調査したもの（全都道府県及び一部の政令市等のうちデータ入手の 
 困難性から調査困難と判断した自治体を除き、３事業年度分のデータが全て揃う法人について集計）。38都道府県から2023年９月中旬までに入手した21,939法人を対象。
（注２） 給与費には、職員の給与・賞与のほか、退職金、法定福利費が含まれている。給与費の内訳については、内閣官房「公的価格評価検討委員会」（2022年11月22日）資料における人件費
 （賞与を除く）の職種間の配分状況に基づき推計。
（注３） 上記の収益・費用は損益計算書における本来業務及び附帯業務の事業収益・事業費用の合計値。
（注４） 診療コスト加味して設定された新型コロナの診療報酬上の特例措置を含むものであり、平時の医療提供体制への移行は、収益・費用の双方に影響する。
（注５） 平均経常利益率は、資本金１億円未満の金融業・保険業以外の業種における売上高に占める経常利益の割合（財務省「法人企業統計」）

（注１） 医療経済実態調査は２年に１回（西暦の奇数年）実施され、その前年度と前々年度の経営状況を調査しているが、調査回ごとに対象の医療機関が異なるため、異なる調査回の間での比較 
 は困難。一方、直近３年間を対象とした財務省「機動的調査」は、同一の医療法人の事業報告書等の情報を集計しており、経年比較が可能。
（注２） 医療経済実態調査に係る収益率は、一般病院及び一般診療所に係る補助金を含んだ収益率（医業収益及び介護収益の合計額に対する損益差額の割合）。
 財務省「機動的調査」結果に係る収益率は、診療所については許可病床数０床の医療法人に係る経常利益率、病院については許可病床数20床以上の医療法人に係る経常利益率。
（出所） 2009年度から2020年度の診療所及び病院（いずれも医療法人立）の収益率:厚生労働省「医療経済実態調査」、2020年度から2022年度までの診療所（許可病床数０床の医療法人  
 18,207法人）及び病院（許可病床数20床以上の医療法人1,750法人）の収益率:財務省「機動的調査」　（資料：財政制度分科会2023年11月1日）

（注１）１受診当たりの医療費は、医療費の総額を受診延日数で除して得た値。
（注２）年平均増加率は、始点から終点までの増加率を年数のべき乗根で算出。
（出所）厚生労働省「医療費の動向調査」　（資料：財政制度分科会2023年11月1日）
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「
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
起
き
て
み
る
と
、
医
療

提
供
体
制
は
あ
る
程
度
余
裕
を
も
っ
た
形
で

な
い
と
有
事
に
備
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
」（
武
田
俊
彦
元
厚
生
労

働
省
医
政
局
長
：『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』﹇
第
一

生
命
財
団
１
６
５ 

号
﹈）

「
感
染
症
が
国
内
で
拡
大
し
た
と
き
に
備
え

て
、
医
療
の
冗
長
性
（
同
じ
予
備
機
能
が
複

数
あ
る
こ
と
）
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
、
私
た
ち
は
身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
」

（
河
野
太
郎
衆
議
院
議
員
：『
日
本
を
前
に
進

　
適
正
利
益
水
準
と
い
う

議
論
の
必
要
性

　

診
療
所
の
収
益
率
は
構
造
的
に
病
院
よ
り

も
高
い
と
い
う
財
務
省
の
主
張
に
対
し
て
、

私
は
「
診
療
所
が
高
い
の
で
は
な
く
、
病
院

の
収
益
率
が
低
す
ぎ
る
」
と
い
う
こ
と
を
強

調
し
て
お
き
た
い
。

　

河
北
博
文
名
誉
会
長
も
従
前
か
ら
述
べ
ら

れ
て
い
る
、
医
療
機
関
が
医
療
の
質
確
保
に

向
け
た
再
投
資
を
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

「
適
正
利
益
水
準
」
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は

別
の
機
会
に
述
べ
た
い
と
思
う
が
、
複
数
の

医
療
機
関
を
経
営
す
る
私
の
「
肌
感
覚
」
で

言
え
ば
、
経
常
利
益
で
診
療
所
10
〜
20
％
、

病
院
8
〜
15
％
は
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

医
療
機
関
の
収
益
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
流
れ

を
、図
表
6
に
ま
と
め
て
み
た
。「
医
業
収
益
」

は
患
者
数
×
単
価
（
診
療
報
酬
点
数
）
で
決

ま
り
、そ
こ
か
ら
人
件
費
（
職
員
数
×
給
与
）

や
仕
入
費
、業
務
委
託
費
等
の
「
医
業
費
用
」

を
差
し
引
い
た
も
の
が
、
本
業
部
分
の
利
益

で
あ
る
「
医
業
利
益
」
と
な
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
患
者
数
が
減
少
し
、
単

価
は
特
例
加
算
で
上
が
っ
た
も
の
の
、
費
用

は
数
量
・
単
価
と
も
上
昇
し
、
医
業
利
益
は

マ
イ
ナ
ス
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
医
業
外
収

益
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
が
大
き

く
寄
与
し
、
当
期
利
益
、
そ
れ
に
伴
う
税
金
、

税
引
後
利
益
（
利
益
剰
余
金
）
は
増
加
し
た
。

そ
の
結
果
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
は
余
裕

が
出
た
が
、
そ
れ
が
医
療
機
器
や
シ
ス
テ
ム

へ
の
投
資
、
借
入
返
済
に
回
り
、
最
終
的
に

現
金
が
残
っ
た
か
否
か
は
、
各
医
療
機
関
の

事
情
に
よ
り
異
な
る
。

　

医
療
機
関
の
場
合
、
患
者
が
い
る
限
り
簡

単
に
廃
業
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
撤
退
リ
ス

ク
の
大
き
い
産
業
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で

は
、
財
務
省
が
医
療
機
関
の
適
正
利
益
水
準

〜
財
政
審
「
社
会
保
障
」
の
議
論
に
対
す
る
私
見
〜

財
務
省
は
2
0
2
3
年
11
月
1
日
の
財
政
制
度
等
審
議
会
・
財
政
制
度
分
科
会
で
、

診
療
報
酬
改
定
に
関
す
る
医
療
機
関
の
デ
ー
タ
を
示
し
、「
診
療
所
の
極
め
て
良
好
な

経
営
状
況
等
を
踏
ま
え
、診
療
所
の
報
酬
単
価
を
引
き
下
げ
る
こ
と
等
に
よ
り
、現
場

従
事
者
の
処
遇
改
善
等
の
課
題
に
対
応
し
つ
つ
診
療
報
酬
本
体
を
マ
イ
ナ
ス
改
定
と

す
る
こ
と
が
適
当
」と
の
見
解
を
発
表
し
た
。本
稿
で
は
同
資
料
に
つ
い
て
、安
藤
高

夫
・一
般
社
団
法
人
東
京
都
病
院
協
会
副
会
長
が
医
療
経
営
に
携
わ
る
立
場
か
ら
私

見
を
寄
せ
た
。ま
た
、細
か
な
数
字
の
云
々
で
は
な
く
、デ
ー
タ
の
見
方
や
経
営
指
標
の

考
え
方
を
中
心
に
論
じ
た
。

一
般
社
団
法
人
東
京
都
病
院
協
会
副
会
長

安
藤　
高
夫

特
別
寄
稿

医
療
機
関
の
デ
ー
タ
の
見
方
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
の
外
来
単
価
の
分
析

　

財
務
省
は
、1
受
診
当
た
り
の
医
療
費（
医

科
診
療
所
・
入
院
外
）
が
２
０
０
０
年
〜
10

年
に
年
率
＋
１
・
１
％
、
10
年
〜
19
年
に
年

率
＋
１
・
４
％
で
推
移
し
た
あ
と
、
19
年
〜

22
年
は
年
率
＋
４
・
３
％
に
上
昇
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
、「
近
年
の
物
価
上
昇
率
を
超

え
た
水
準
で
急
増
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た

（
図
表
１
）。
外
来
単
価
が
物
価
上
昇
を
上
回

っ
て
増
加
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
物
価
高
を

吸
収
で
き
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
主
張
だ
。

　

ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
外
来
点
数
に

は
、
コ
ロ
ナ
特
例
の
加
算
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
厚
生
労
働

省
が
９
月
27
日
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
に
提
出
し
た
、
最
近
の
医
療
費
の
動
向
の

資
料
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
は
１
受
診
当
た
り

で
は
な
く
１
日
当
た
り
で
あ
る
が
（
図
表
2
）、

22
年
度
の
１
日
当
た
り
医
療
費
に
は
コ
ロ
ナ

特
例
分
が
３
０
０
円
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
除
く
と
、
19
年
〜
22
年
の
増
加
は
年
率
＋

３
・
１
％
と
、
総
務
省
23
年
４
月
21
日
発
表

の
消
費
者
物
価
指
数
増
加
率
で
あ
る
＋
３
・

２
％
程
度
ま
で
低
下
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

図表1　1受診当たりの医療費（医科診療所・入院外）
　　　 （薬剤費は院内処方の場合を除き含まれない）

図表3　診療所における収益・費用・利益の状況（資料：財政制度分科会2023年11月1日より作成）

図表4　診療所と病院の収益率の比較(医療法人)

出典：中医協資料「最近の医療費の動向について(前回報告の補足)」

安藤　高夫

懸
念
し
た
受
診
控
え
が
起
き
る
な
か
、
受
診

間
隔
が
拡
が
る
と
、
検
査
等
を
行
う
た
め
の

１
受
診
当
た
り
の
診
療
密
度
が
上
が
り
、
単

価
も
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　

コ
ス
ト
と
の
比
較
に
つ
い
て
も
、
消
費
者

物
価
指
数
だ
け
を
対
象
と
す
る
の
は
や
や
乱

暴
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
医
療
機
関
を
受
診

さ
れ
た
人
は
わ
か
る
と
思
う
が
、
実
際
の
現

場
で
は
、
発
熱
外
来
専
用
の
ブ
ー
ス
を
増
設

し
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
か
か
わ
る
ス
タ
ッ
フ
を
追
加
雇
用
し

た
り
と
、コ
ロ
ナ
特
例
分
の
診
療
報
酬
で
は
、

と
て
も
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
コ
ス
ト
が
か
か

っ
て
い
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
医
療
機
関
の
収
益
性
や

内
部
留
保
の
見
方

　

ま
た
、
財
務
省
は
、「
診
療
所
の
収
益
が

過
去
2
年
間
で
12
％
増
加
す
る
一
方
、
費
用

は
６
・
５
％
増
加
し
、
経
常
利
益
率
は
３
・

０
％
か
ら
８
・
８
％
へ
と
急
増
。
こ
の
間
、

利
益
剰
余
金
は
約
２
割
増
加
、
看
護
師
等
の

現
場
従
事
者
の
＋
３
％
の
賃
上
げ
に
必
要
な

経
費
の
約
14
年
分
に
相
当
」
と
の
見
解
を
示

し
て
い
る
（
図
表
3
）。

　

そ
の
う
え
で
、「
診
療
所
の
収
益
率
は
構

造
的
に
病
院
よ
り
も
高
い
。
診
療
所
の
平
均

的
な
収
益
率
は
極
め
て
高
水
準
に
あ
る
こ
と

や
、
利
益
剰
余
金
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
診
療
所
の
報
酬
単
価
を
引
き

下
げ
、
保
険
料
負
担
減
・
窓
口
負
担
軽
減
に

つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
」
と
、
問
題
提
起
し

た
（
図
表
4
）。
し
か
し
、
収
益
率
の
推
移

を
見
る
の
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で
急

落
し
た
20
年
の
３
・
０
％
を
起
点
に
伸
び
率

を
計
算
す
る
の
は
、
そ
も
そ
も
統
計
の
見
方

と
し
て
間
違
っ
て
い
る
。
診
療
所
の
収
益
率

は
、
過
去
６
〜
７
％
で
推
移
し
て
い
た
が
、

20
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
下
落
、
足
許

で
コ
ロ
ナ
特
例
に
よ
り
回
復
し
て
き
て
い

る
、
と
見
る
の
が
、
正
確
だ
と
思
う
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
機
関
の
収
益

性
を
見
る
場
合
、
医
業
外
収
益
に
新
型
コ
ロ

ナ
関
連
補
助
金
が
含
ま
れ
、
平
時
の
収
益
で

は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
を
加
え
て
８
・
８
％

と
い
う
の
は
、
決
し
て
高
い
わ
け
で
は
な
い

を
、
中
小
企
業
全
体
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
業
の

２
〜
３
％
相
当
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
は
、

違
和
感
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
む
し
ろ
国

民
の
生
命
に
関
与
し
て
い
る
と
い
う
点
で

は
、
た
と
え
ば
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
の
利
益

率
で
あ
る
10
〜
20
％
を
参
考
に
し
た
ほ
う

が
、
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
医
療
機
関
が
安
定
し
て

地
域
に
医
療
を
提
供
し
て
い
く
に
は
、
借
入

返
済
を
は
じ
め
、
医
療
機
器
の
更
新
や
医
療

Ｄ
Ｘ
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
投
資
を
絶
え
間
な

く
行
っ
て
い
け
る
だ
け
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
う
し
た
必
要
な
コ

ス
ト
を
積
み
上
げ
て
、
あ
る
べ
き
収
益
＝
診

療
報
酬
を
決
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

　

ち
な
み
に
、
非
常
に
ラ
フ
で
あ
る
が
、
賃

上
げ
と
物
価
高
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
必
要

な
診
療
報
酬
改
定
率
を
試
算
し
て
み
た
。
賃

上
げ
3
％
は
医
療
費
ベ
ー
ス
で
約
６
４
０
０

億
円
と
推
計
さ
れ
、
来
年
度
春
闘
で
想
定
さ

れ
る
５
％
ま
で
上
げ
る
と
１
兆
６
０
０
億
円

に
な
り
、必
要
な
改
定
率
は
そ
れ
ぞ
れ
＋
２
・

29
％
、＋
３
・
８
％
と
な
る
。

　

材
料
費
や
経
費
等
の
物
価
高
の
影
響
を

４
・
８
％
（
※
前
出
の
「
2
0
2
3
年
度
病

院
経
営
定
期
調
査
」
に
お
け
る
23
年
４
月
〜

６
月
の
前
年
比
増
加
率
）
と
仮
定
す
る
と
、

医
療
費
ベ
ー
ス
で
約
３
７
０
０
億
円
と
な

り
、
必
要
な
改
定
率
は
＋
１
・
32
%
と
な
る
。

通
常
ベ
ー
ス
の
改
定
率
を
前
回
並
み
の
＋

０
・
43
％
と
し
た
場
合
、
求
め
ら
れ
る
診
療

報
酬
改
定
率
は
最
大
で
＋
５
・
55
％
（
３
・

８
＋
１
・
32
＋
０
・
43
）に
な
る
計
算
で
あ
る
。

　
お
わ
り
に

　

東
京
都
病
院
協
会
は
、
猪
口
正
孝
会
長
を

リ
ー
ダ
ー
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
危
機
を
乗
り
切

っ
た
が
、そ
の
経
験
を
通
じ
、医
療
に
は
「
余

裕
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
も
、
率
で
は
な
く
額

で
見
る
と
、
純
利
益
は
１
０
０
０
万
円
強
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
補
助
金
を
除
い
た
医
療

機
関
の
収
益
と
い
う
点
で
は
、
診
療
所
で
は

な
く
病
院
の
デ
ー
タ
に
は
な
る
も
の
の
、
病

院
団
体
同
士
の
大
同
団
結
が
呼
び
か
け
ら
れ

る
な
か
、
日
本
医
療
法
人
協
会
、
全
日
本
病

院
協
会
、
日
本
病
院
会
の
３
団
体
が
23
年
10

月
10
日
に
公
表
し
た
、「
２
０
２
３
年
度
病

院
経
営
定
期
調
査
」
が
あ
る
。

　

同
調
査
結
果
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
補

助
金
を
除
い
た
経
常
利
益
の
推
移
を
見
る

と
、
最
近
５
年
間
一
貫
し
て
赤
字
で
あ
り
、

赤
字
幅
は
18
年
度
の
▲
１
８
０
万
円
か
ら
、

22
年
度
の
▲
３
億
１
２
４
３
万
８
０
０
０
円

へ
と
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
（
図
表
5
）。

ま
た
、
利
益
剰
余
金
に
つ
い
て
も
一
言
述
べ

て
お
き
た
い
。
利
益
剰
余
金
と
い
う
と
現
預

金
が
あ
る
と
勘
違
い
し
て
し
ま
う
が
、
多
く

の
場
合
、
利
益
剰
余
金
と
現
預
金
は
一
致
し

な
い
。
た
と
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
補
助

金
を
10
億
円
も
ら
っ
て
、Ｃ
Ｔ
や
人
工
呼
吸

器
等
の
医
療
機
器
（
償
却
期
間
５
年
）
を
10

億
円
分
購
入
し
た
ケ
ー
ス
を
考
え
て
み
る
。

　

損
益
計
算
書
（
Ｐ
／
Ｌ
）
上
は
、
補
助
金

が
医
業
外
収
益
10
億
円
、
医
療
機
器
の
減
価

償
却
費
2
億
円
、
当
期
利
益
８
億
円
（
10
億

円
-２
億
円
）、
法
人
税
３
・
２
億
円
（
税

率
40
%
）、
純
利
益
４
・
８
億
円
が
計
上
さ

れ
る
。
一
方
、
医
療
機
関
の
財
務
状
態
を
表

す
貸
借
対
照
表（
Ｂ
／
Ｓ
）上
は
、純
利
益
４
・

８
億
円
が
右
下
の
利
益
剰
余
金
に
蓄
積
さ

れ
、
左
側
の
資
産
に
医
療
機
器
8
億
円
が
計

上
さ
れ
、
現
預
金
が
法
人
税
の
支
払
い
で
-

３
・
２
億
円
減
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
利

益
剰
余
金
は
医
療
機
関
の
経
営
を
安
定
的
に

維
持
し
て
い
く
た
め
の
投
資
に
使
う
べ
き
ス

ト
ッ
ク
で
あ
り
、
物
価
高
や
賃
上
げ
等
に
は

フ
ロ
ー
の
収
益
で
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

め
る
』﹇
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
﹈）

「
病
床
の
稼
働
率
が
今
70
％
程
度
だ
っ
た
と

す
れ
ば
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
経
験
か
ら
、
一

般
病
床
を
感
染
症
が
起
き
た
時
に
転
用
す
る

備
え
を
し
て
お
け
ば
、な
ん
と
か
な
る
」（
相

澤
孝
夫
日
本
病
院
会
会
長
：『
社
会
保
険
旬

報
』
21
年
９
月
１
日
号
）

　

こ
の
よ
う
に
、
有
識
者
の
方
々
か
ら
も
日

本
の
医
療
を
守
る
に
は
病
院
経
営
に
あ
る
程

度
の
余
裕（
そ
れ
を
可
能
に
す
る
診
療
報
酬
）

が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
意
見
が
多
い
。

　

財
務
省
も
、
20
年
11
月
25
日
の
財
政
制
度

等
審
議
会
に
お
い
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
の
脅

威
が
続
い
て
い
る
な
か
、
闘
い
の
最
前
線
に

立
ち
続
け
、
献
身
的
な
努
力
を
重
ね
て
い
た

だ
い
て
い
る
医
療
従
事
者
の
方
々
に
は
深
い

敬
意
と
と
も
に
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
」
と
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て

い
る
。
無
論
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
る
医
療

提
供
体
制
構
築
の
た
め
に
、
多
額
の
公
費
が

投
入
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
成

果
に
つ
い
て
十
分
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
た
だ
、
地
域
医
療

を
堅
持
す
る
た
め
に
必
要
な
医
療
機
関
の

「
適
正
利
益
水
準
」
の
議
論
は
別
に
行
う
べ

き
も
の
で
あ
り
、
私
も
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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１受診当たり医療費

2010→2019
+1.4%／年

2000→2010
+1.1%／年

2019→2022
+4.3％／年

6,905円

6,079円

7,841円

5,460円 【2019-2022】
・新型コロナに係る補助金は単価に影響を与えない
・診療報酬の特例や不妊治療の保険適用による影響は、
一定の仮定をおいた推計で370円程度
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H29 H30 R1 R2 R3 R4

（千円／日）

コロナ特例分
(0.3千円/日）
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図表2　1日当たり医療費

給与費（医師以外）
４千万円

利益剰余金
1.05億円

利益剰余金
1.14億円

利益剰余金
1.24億円

【+1,900万円】

2020年度

現場従事者の賃上げ（＋３％）に必要な費用＝140万円／年 約14年分

当期純利益
220万円

当期純利益
940万円

当期純利益
1,140万円

収益: 1.88億円
経常利益率: 8.8％

収益: 1.68億円
経常利益率: 3.0％

収益: 1.78億円
経常利益率: 7.4％

【＋12％】

【＋6.5％】

2022年度2021年度

【＋18％】

（医療法人単位）（参考）中小企業における平均経常利益率
2020年度 2021年度 2022年度

全産業 2.6% 3.3% 3.4%
サービス産業 2.1% 2.8% 3.1%

（
フ
ロ
ー
）

（
ス
ト
ッ
ク
）

※【】は、2020年度からの増加率（額）

医療施設単位を
ベースに

医療法人単位を推計

各医療法人における事業報告書等（許可病床数０床の18,207法人）を基に財務省において集計

（注１） 各都道府県等が公表している事業報告書等を基に、2020事業年度から2022事業年度の医療法人の経営状況等を調査したもの（全都道府県及び一部の政令市等のうちデータ入手の 
 困難性から調査困難と判断した自治体を除き、３事業年度分のデータが全て揃う法人について集計）。38都道府県から2023年９月中旬までに入手した21,939法人を対象。
（注２） 給与費には、職員の給与・賞与のほか、退職金、法定福利費が含まれている。給与費の内訳については、内閣官房「公的価格評価検討委員会」（2022年11月22日）資料における人件費
 （賞与を除く）の職種間の配分状況に基づき推計。
（注３） 上記の収益・費用は損益計算書における本来業務及び附帯業務の事業収益・事業費用の合計値。
（注４） 診療コスト加味して設定された新型コロナの診療報酬上の特例措置を含むものであり、平時の医療提供体制への移行は、収益・費用の双方に影響する。
（注５） 平均経常利益率は、資本金１億円未満の金融業・保険業以外の業種における売上高に占める経常利益の割合（財務省「法人企業統計」）

（注１） 医療経済実態調査は２年に１回（西暦の奇数年）実施され、その前年度と前々年度の経営状況を調査しているが、調査回ごとに対象の医療機関が異なるため、異なる調査回の間での比較 
 は困難。一方、直近３年間を対象とした財務省「機動的調査」は、同一の医療法人の事業報告書等の情報を集計しており、経年比較が可能。
（注２） 医療経済実態調査に係る収益率は、一般病院及び一般診療所に係る補助金を含んだ収益率（医業収益及び介護収益の合計額に対する損益差額の割合）。
 財務省「機動的調査」結果に係る収益率は、診療所については許可病床数０床の医療法人に係る経常利益率、病院については許可病床数20床以上の医療法人に係る経常利益率。
（出所） 2009年度から2020年度の診療所及び病院（いずれも医療法人立）の収益率:厚生労働省「医療経済実態調査」、2020年度から2022年度までの診療所（許可病床数０床の医療法人  
 18,207法人）及び病院（許可病床数20床以上の医療法人1,750法人）の収益率:財務省「機動的調査」　（資料：財政制度分科会2023年11月1日）

（注１）１受診当たりの医療費は、医療費の総額を受診延日数で除して得た値。
（注２）年平均増加率は、始点から終点までの増加率を年数のべき乗根で算出。
（出所）厚生労働省「医療費の動向調査」　（資料：財政制度分科会2023年11月1日）
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「
２
０
２
３
年
度
版
・

元
厚
生
局
医
療
指
導
監
視
監
査
官

瀬
下
忠
男
氏
か
ら
学
ぶ
！
」

「
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
起
き
て
み
る
と
、
医
療

提
供
体
制
は
あ
る
程
度
余
裕
を
も
っ
た
形
で

な
い
と
有
事
に
備
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
」（
武
田
俊
彦
元
厚
生
労

働
省
医
政
局
長
：『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』﹇
第
一

生
命
財
団
１
６
５ 

号
﹈）

「
感
染
症
が
国
内
で
拡
大
し
た
と
き
に
備
え

て
、
医
療
の
冗
長
性
（
同
じ
予
備
機
能
が
複

数
あ
る
こ
と
）
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
、
私
た
ち
は
身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
」

（
河
野
太
郎
衆
議
院
議
員
：『
日
本
を
前
に
進

　
適
正
利
益
水
準
と
い
う

議
論
の
必
要
性

　

診
療
所
の
収
益
率
は
構
造
的
に
病
院
よ
り

も
高
い
と
い
う
財
務
省
の
主
張
に
対
し
て
、

私
は
「
診
療
所
が
高
い
の
で
は
な
く
、
病
院

の
収
益
率
が
低
す
ぎ
る
」
と
い
う
こ
と
を
強

調
し
て
お
き
た
い
。

　

河
北
博
文
名
誉
会
長
も
従
前
か
ら
述
べ
ら

れ
て
い
る
、
医
療
機
関
が
医
療
の
質
確
保
に

向
け
た
再
投
資
を
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

「
適
正
利
益
水
準
」
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は

別
の
機
会
に
述
べ
た
い
と
思
う
が
、
複
数
の

医
療
機
関
を
経
営
す
る
私
の
「
肌
感
覚
」
で

言
え
ば
、
経
常
利
益
で
診
療
所
10
〜
20
％
、

病
院
8
〜
15
％
は
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

医
療
機
関
の
収
益
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
流
れ

を
、図
表
6
に
ま
と
め
て
み
た
。「
医
業
収
益
」

は
患
者
数
×
単
価
（
診
療
報
酬
点
数
）
で
決

ま
り
、そ
こ
か
ら
人
件
費
（
職
員
数
×
給
与
）

や
仕
入
費
、業
務
委
託
費
等
の
「
医
業
費
用
」

を
差
し
引
い
た
も
の
が
、
本
業
部
分
の
利
益

で
あ
る
「
医
業
利
益
」
と
な
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
患
者
数
が
減
少
し
、
単

価
は
特
例
加
算
で
上
が
っ
た
も
の
の
、
費
用

は
数
量
・
単
価
と
も
上
昇
し
、
医
業
利
益
は

マ
イ
ナ
ス
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
医
業
外
収

益
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
が
大
き

く
寄
与
し
、
当
期
利
益
、
そ
れ
に
伴
う
税
金
、

税
引
後
利
益
（
利
益
剰
余
金
）
は
増
加
し
た
。

そ
の
結
果
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
は
余
裕

が
出
た
が
、
そ
れ
が
医
療
機
器
や
シ
ス
テ
ム

へ
の
投
資
、
借
入
返
済
に
回
り
、
最
終
的
に

現
金
が
残
っ
た
か
否
か
は
、
各
医
療
機
関
の

事
情
に
よ
り
異
な
る
。

　

医
療
機
関
の
場
合
、
患
者
が
い
る
限
り
簡

単
に
廃
業
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
撤
退
リ
ス

ク
の
大
き
い
産
業
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で

は
、
財
務
省
が
医
療
機
関
の
適
正
利
益
水
準

　
コ
ロ
ナ
禍
の
外
来
単
価
の
分
析

　

財
務
省
は
、1
受
診
当
た
り
の
医
療
費（
医

科
診
療
所
・
入
院
外
）
が
２
０
０
０
年
〜
10

年
に
年
率
＋
１
・
１
％
、
10
年
〜
19
年
に
年

率
＋
１
・
４
％
で
推
移
し
た
あ
と
、
19
年
〜

22
年
は
年
率
＋
４
・
３
％
に
上
昇
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
、「
近
年
の
物
価
上
昇
率
を
超

え
た
水
準
で
急
増
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た

（
図
表
１
）。
外
来
単
価
が
物
価
上
昇
を
上
回

っ
て
増
加
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
物
価
高
を

吸
収
で
き
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
主
張
だ
。

　

ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
外
来
点
数
に

は
、
コ
ロ
ナ
特
例
の
加
算
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
厚
生
労
働

省
が
９
月
27
日
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
に
提
出
し
た
、
最
近
の
医
療
費
の
動
向
の

資
料
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
は
１
受
診
当
た
り

で
は
な
く
１
日
当
た
り
で
あ
る
が
（
図
表
2
）、

22
年
度
の
１
日
当
た
り
医
療
費
に
は
コ
ロ
ナ

特
例
分
が
３
０
０
円
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
除
く
と
、
19
年
〜
22
年
の
増
加
は
年
率
＋

３
・
１
％
と
、
総
務
省
23
年
４
月
21
日
発
表

の
消
費
者
物
価
指
数
増
加
率
で
あ
る
＋
３
・

２
％
程
度
ま
で
低
下
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

懸
念
し
た
受
診
控
え
が
起
き
る
な
か
、
受
診

間
隔
が
拡
が
る
と
、
検
査
等
を
行
う
た
め
の

１
受
診
当
た
り
の
診
療
密
度
が
上
が
り
、
単

価
も
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　

コ
ス
ト
と
の
比
較
に
つ
い
て
も
、
消
費
者

物
価
指
数
だ
け
を
対
象
と
す
る
の
は
や
や
乱

暴
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
医
療
機
関
を
受
診

さ
れ
た
人
は
わ
か
る
と
思
う
が
、
実
際
の
現

場
で
は
、
発
熱
外
来
専
用
の
ブ
ー
ス
を
増
設

し
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
か
か
わ
る
ス
タ
ッ
フ
を
追
加
雇
用
し

た
り
と
、コ
ロ
ナ
特
例
分
の
診
療
報
酬
で
は
、

と
て
も
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
コ
ス
ト
が
か
か

っ
て
い
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
医
療
機
関
の
収
益
性
や

内
部
留
保
の
見
方

　

ま
た
、
財
務
省
は
、「
診
療
所
の
収
益
が

過
去
2
年
間
で
12
％
増
加
す
る
一
方
、
費
用

は
６
・
５
％
増
加
し
、
経
常
利
益
率
は
３
・

０
％
か
ら
８
・
８
％
へ
と
急
増
。
こ
の
間
、

利
益
剰
余
金
は
約
２
割
増
加
、
看
護
師
等
の

現
場
従
事
者
の
＋
３
％
の
賃
上
げ
に
必
要
な

経
費
の
約
14
年
分
に
相
当
」
と
の
見
解
を
示

し
て
い
る
（
図
表
3
）。

　

そ
の
う
え
で
、「
診
療
所
の
収
益
率
は
構

造
的
に
病
院
よ
り
も
高
い
。
診
療
所
の
平
均

的
な
収
益
率
は
極
め
て
高
水
準
に
あ
る
こ
と

第
６
回　
意
見
・
情
報
交
換
会

東
京
都
病
院
協
会 

事
務
管
理
部
会
は
11
月
28
日
、「
２
０
２
３
年
度
版 

元
厚
生
局
医

療
指
導
監
視
監
査
官 

瀬
下
忠
男
氏
か
ら
学
ぶ
！
」の
第
６
回
意
見・情
報
交
換
会（
第

１
回
〜
５
回
全
回
申
し
込
み
者
限
定
）を
開
催
し
た
。当
日
は
瀬
下
氏
に
よ
る
講
演
の

ほ
か
、参
加
者
全
員
を
交
え
た
意
見
交
換
や
情
報
共
有
が
行
わ
れ
た
。

研
修
会
レ
ポ
ー
ト

事
務
管
理
部
会
研
修
会

　

会
の
は
じ
め
に
、
事
務
管
理
部
会
の
田
野

倉
浩
治
部
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
こ
の
研

修
会
は
、
瀬
下
忠
男
さ
ん
の
講
師
の
も
と
で

学
ぶ
勉
強
会
で
あ
る
と
同
時
に
、
各
病
院
の瀬下　忠男　氏

れ
ば
と
思
う
し
、
私
の
体
験
談
も
交
え
て
現

場
の
仕
事
に
戻
っ
た
際
に
役
立
つ
話
が
で
き

れ
ば
と
思
う
」
と
挨
拶
し
た
。

　

そ
し
て
講
演
で
は
、
瀬
下
氏
が
自
身
の
こ

れ
ま
で
の
経
歴
や
体
験
を
ベ
ー
ス
に
、
東
京

都
お
よ
び
首
都
圏
に
お
け
る
保
険
医
療
機
関

に
対
す
る
監
督
・
指
導
体
制
の
変
遷
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
現
行
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
、
意
見
を
述
べ
た
。

　

ま
ず
、
瀬
下
氏
が
当
時
の
東
京
都
福
祉
局

社
会
保
険
管
理
部
に
入
職
し
た
の
は
、
１
９

８
５
年
の
こ
と
。
２
０
０
０
年
に
東
京
社
会

保
険
事
務
局
へ
改
称
さ
れ
て
以
降
は
、
主
に

適
時
調
査
や
届
出
の
相
談
な
ど
施
設
基
準
に

関
す
る
業
務
を
担
当
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

こ
れ
ら
の
機
能
は
08
年
よ
り
厚
生
労
働
省
の

地
方
支
分
部
局
で
あ
る
厚
生
局
に
移
管
さ

れ
、
瀬
下
氏
も
関
東
信
越
厚
生
局
の
所
属
で

引
き
続
き
業
務
に
従
事
し
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
在
職
中
、
東
京
都
の
医
療
保

険
行
政
の
体
制
変
化
を
経
験
し
て
き
た
瀬
下

氏
は
、
実
際
に
業
務
に
携
わ
る
現
場
の
変
化

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
東
京
都
福
祉
局
・
東
京
社
会
保
険
事
務
局

時
代
と
厚
生
局
時
代
で
一
番
変
わ
っ
た
の

は
、範
囲
だ
っ
た
。
前
者
は
名
前
の
と
お
り
、

都
内
の
保
険
医
療
機
関
に
対
す
る
監
督
・
指

導
や
届
出
等
の
相
談
が
仕
事
で
、
範
囲
が
東

京
で
完
結
し
て
い
た
。
し
か
し
、
厚
生
局
に

移
管
後
は
、
そ
の
範
囲
が
一
気
に
１
都
９
県

ま
で
拡
大
し
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ

に
伴
っ
て
、
各
都
県
へ
の
異
動
や
配
置
換
え

も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

　

こ
の
変
化
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
瀬

下
氏
は
、
異
動
や
配
置
換
え
の
都
合
上
、
配

属
さ
れ
た
都
県
に
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
職
員

が
そ
の
ま
ま
適
時
調
査
な
ど
の
業
務
に
携
わ

る
よ
う
な
場
面
も
珍
し
く
な
く
な
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
、
深
く
担
当
都
県
の
事
情
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
吸
収
す
る
前
に
ま
た
異
動
に
な

り
、
職
員
が
経
験
値
を
蓄
積
し
づ
ら
く
な
っ

た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
は
同
じ
業

務
で
も
、
都
県
ご
と
に
業
務
の
や
り
方
な
ど

に
差
異
が
あ
る
点
も
問
題
が
あ
る
と
述
べ

た
。

「
同
じ
業
務
で
も
た
と
え
ば
、
東
京
都
と
埼

玉
県
で
や
り
方
や
現
場
の
判
断
基
準
が
全
く

違
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
関
東
信
越
厚

生
局
に
限
ら
ず
往
々
に
し
て
起
こ
り
が
ち

だ
。
そ
の
た
め
、
異
動
前
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
新

し
い
職
場
で
あ
ま
り
活
か
せ
ず
、
こ
れ
も
職

員
の
知
識
や
経
験
が
深
掘
り
さ
れ
に
く
い
要

因
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
」

　

厚
生
局
の
職
員
の
質
は
、
ひ
い
て
は
届
出

等
の
相
談
や
適
時
調
査
で
か
か
わ
る
病
院
へ

の
対
応
の
質
に
も
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、

重
大
な
課
題
だ
と
強
調
し
た
。

　

さ
ら
に
、
瀬
下
氏
は
、
施
設
基
準
等
の
管

理
・
運
用
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・

支
援
に
携
わ
る
経
験
か
ら
、
各
地
の
厚
生
局

の
印
象
や
、
病
院
か
ら
相
談
の
多
い
依
頼
な

ど
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

都
道
府
県
ご
と
や
厚
生
局
ご
と
の
や
り
方
や

や
、
利
益
剰
余
金
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
診
療
所
の
報
酬
単
価
を
引
き

下
げ
、
保
険
料
負
担
減
・
窓
口
負
担
軽
減
に

つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
」
と
、
問
題
提
起
し

た
（
図
表
4
）。
し
か
し
、
収
益
率
の
推
移

を
見
る
の
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で
急

落
し
た
20
年
の
３
・
０
％
を
起
点
に
伸
び
率

を
計
算
す
る
の
は
、
そ
も
そ
も
統
計
の
見
方

と
し
て
間
違
っ
て
い
る
。
診
療
所
の
収
益
率

は
、
過
去
６
〜
７
％
で
推
移
し
て
い
た
が
、

20
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
下
落
、
足
許

で
コ
ロ
ナ
特
例
に
よ
り
回
復
し
て
き
て
い

る
、
と
見
る
の
が
、
正
確
だ
と
思
う
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
機
関
の
収
益

性
を
見
る
場
合
、
医
業
外
収
益
に
新
型
コ
ロ

ナ
関
連
補
助
金
が
含
ま
れ
、
平
時
の
収
益
で

は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
を
加
え
て
８
・
８
％

と
い
う
の
は
、
決
し
て
高
い
わ
け
で
は
な
い

を
、
中
小
企
業
全
体
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
業
の

２
〜
３
％
相
当
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
は
、

違
和
感
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
む
し
ろ
国

民
の
生
命
に
関
与
し
て
い
る
と
い
う
点
で

は
、
た
と
え
ば
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
の
利
益

率
で
あ
る
10
〜
20
％
を
参
考
に
し
た
ほ
う

が
、
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
医
療
機
関
が
安
定
し
て

地
域
に
医
療
を
提
供
し
て
い
く
に
は
、
借
入

返
済
を
は
じ
め
、
医
療
機
器
の
更
新
や
医
療

Ｄ
Ｘ
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
投
資
を
絶
え
間
な

く
行
っ
て
い
け
る
だ
け
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
う
し
た
必
要
な
コ

ス
ト
を
積
み
上
げ
て
、
あ
る
べ
き
収
益
＝
診

療
報
酬
を
決
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

　

ち
な
み
に
、
非
常
に
ラ
フ
で
あ
る
が
、
賃

上
げ
と
物
価
高
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
必
要

な
診
療
報
酬
改
定
率
を
試
算
し
て
み
た
。
賃

上
げ
3
％
は
医
療
費
ベ
ー
ス
で
約
６
４
０
０

億
円
と
推
計
さ
れ
、
来
年
度
春
闘
で
想
定
さ

れ
る
５
％
ま
で
上
げ
る
と
１
兆
６
０
０
億
円

に
な
り
、必
要
な
改
定
率
は
そ
れ
ぞ
れ
＋
２
・

29
％
、＋
３
・
８
％
と
な
る
。

　

材
料
費
や
経
費
等
の
物
価
高
の
影
響
を

４
・
８
％
（
※
前
出
の
「
2
0
2
3
年
度
病

院
経
営
定
期
調
査
」
に
お
け
る
23
年
４
月
〜

６
月
の
前
年
比
増
加
率
）
と
仮
定
す
る
と
、

医
療
費
ベ
ー
ス
で
約
３
７
０
０
億
円
と
な

り
、
必
要
な
改
定
率
は
＋
１
・
32
%
と
な
る
。

通
常
ベ
ー
ス
の
改
定
率
を
前
回
並
み
の
＋

０
・
43
％
と
し
た
場
合
、
求
め
ら
れ
る
診
療

報
酬
改
定
率
は
最
大
で
＋
５
・
55
％
（
３
・

８
＋
１
・
32
＋
０
・
43
）に
な
る
計
算
で
あ
る
。

　
お
わ
り
に

　

東
京
都
病
院
協
会
は
、
猪
口
正
孝
会
長
を

リ
ー
ダ
ー
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
危
機
を
乗
り
切

っ
た
が
、そ
の
経
験
を
通
じ
、医
療
に
は
「
余

裕
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
も
、
率
で
は
な
く
額

で
見
る
と
、
純
利
益
は
１
０
０
０
万
円
強
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
補
助
金
を
除
い
た
医
療

機
関
の
収
益
と
い
う
点
で
は
、
診
療
所
で
は

な
く
病
院
の
デ
ー
タ
に
は
な
る
も
の
の
、
病

院
団
体
同
士
の
大
同
団
結
が
呼
び
か
け
ら
れ

る
な
か
、
日
本
医
療
法
人
協
会
、
全
日
本
病

院
協
会
、
日
本
病
院
会
の
３
団
体
が
23
年
10

月
10
日
に
公
表
し
た
、「
２
０
２
３
年
度
病

院
経
営
定
期
調
査
」
が
あ
る
。

　

同
調
査
結
果
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
補

助
金
を
除
い
た
経
常
利
益
の
推
移
を
見
る

と
、
最
近
５
年
間
一
貫
し
て
赤
字
で
あ
り
、

赤
字
幅
は
18
年
度
の
▲
１
８
０
万
円
か
ら
、

22
年
度
の
▲
３
億
１
２
４
３
万
８
０
０
０
円

へ
と
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
（
図
表
5
）。

ま
た
、
利
益
剰
余
金
に
つ
い
て
も
一
言
述
べ

て
お
き
た
い
。
利
益
剰
余
金
と
い
う
と
現
預

金
が
あ
る
と
勘
違
い
し
て
し
ま
う
が
、
多
く

の
場
合
、
利
益
剰
余
金
と
現
預
金
は
一
致
し

な
い
。
た
と
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
補
助

金
を
10
億
円
も
ら
っ
て
、Ｃ
Ｔ
や
人
工
呼
吸

器
等
の
医
療
機
器
（
償
却
期
間
５
年
）
を
10

億
円
分
購
入
し
た
ケ
ー
ス
を
考
え
て
み
る
。

　

損
益
計
算
書
（
Ｐ
／
Ｌ
）
上
は
、
補
助
金

が
医
業
外
収
益
10
億
円
、
医
療
機
器
の
減
価

償
却
費
2
億
円
、
当
期
利
益
８
億
円
（
10
億

円
-２
億
円
）、
法
人
税
３
・
２
億
円
（
税

率
40
%
）、
純
利
益
４
・
８
億
円
が
計
上
さ

れ
る
。
一
方
、
医
療
機
関
の
財
務
状
態
を
表

す
貸
借
対
照
表（
Ｂ
／
Ｓ
）上
は
、純
利
益
４
・

８
億
円
が
右
下
の
利
益
剰
余
金
に
蓄
積
さ

れ
、
左
側
の
資
産
に
医
療
機
器
8
億
円
が
計

上
さ
れ
、
現
預
金
が
法
人
税
の
支
払
い
で
-

３
・
２
億
円
減
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
利

益
剰
余
金
は
医
療
機
関
の
経
営
を
安
定
的
に

維
持
し
て
い
く
た
め
の
投
資
に
使
う
べ
き
ス

ト
ッ
ク
で
あ
り
、
物
価
高
や
賃
上
げ
等
に
は

フ
ロ
ー
の
収
益
で
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

判
断
基
準
を
あ
る
程
度
標
準
化
し
て
い
く
重

要
性
を
指
摘
す
る
。

「
や
は
り
診
療
報
酬
で
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を

占
め
て
い
る
の
は
、
施
設
基
準
だ
。
そ
う
し

た
点
か
ら
も
、
そ
の
解
釈
や
判
断
に
つ
い
て

は
あ
る
程
度
標
準
化
さ
れ
て
い
な
い
と
、
同

じ
都
道
府
県
内
で
も
地
域
間
で
の
不
公
平
感

が
生
ま
れ
か
ね
な
い
。
た
と
え
ば
、
同
じ
東

京
都
で
も
23
区
内
と
八
王
子
市
や
青
梅
市
で

は
地
域
事
情
が
異
な
る
か
ら
、
適
時
調
査
や

届
出
等
の
判
断
に
も
違
い
が
出
て
い
い
の
か

と
言
え
ば
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、

現
状
と
し
て
は
各
地
の
厚
生
局
や
都
道
府
県

で
そ
の
標
準
と
す
る
考
え
方
は
ま
ち
ま
ち
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
傾
向
に
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
東
京
都
で
も
、
茨
城
県
で
も
、
群
馬

県
で
も
、
同
じ
考
え
方
の
も
と
で
ス
タ
ー
ト

す
る
と
い
う
発
想
が
な
け
れ
ば
、
地
域
間
の

不
公
平
感
は
解
消
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
」

　

そ
の
う
え
で
瀬
下
氏
は
、
病
院
側
に
つ
い

て
も
、
相
談
な
ど
を
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思

わ
ず
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
や
確
認
し
た
い

こ
と
は
遠
慮
せ
ず
厚
生
局
に
問
い
合
わ
せ
て

ほ
し
い
と
呼
び
か
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

会
の
後
半
で
は
、
講
師
の
瀬
下
氏
と
参
加

者
に
よ
る
情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
適
時
調
査
や
施
設
基
準
の
届
出

な
ど
で
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
へ
の
疑
問
や
質

問
が
出
さ
れ
、
瀬
下
氏
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
、
他
の
参
加
者
か
ら
も
自
身
の
経
験
を
踏

ま
え
た
意
見
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
事
務
管
理
部
会
で
は
、
現
場
の
事

務
職
員
向
け
の
交
流
や
情
報
交
換
の
手
段
と

し
て
、
非
公
開
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
「
日
々

の
業
務
に
関
す
る
質
問
」
グ
ル
ー
プ
を
開
設

し
て
い
る
。
田
野
倉
部
会
長
も
、
こ
う
し
た

ツ
ー
ル
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
と
参
加
者

へ
共
有
し
た
。

め
る
』﹇
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
﹈）

「
病
床
の
稼
働
率
が
今
70
％
程
度
だ
っ
た
と

す
れ
ば
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
経
験
か
ら
、
一

般
病
床
を
感
染
症
が
起
き
た
時
に
転
用
す
る

備
え
を
し
て
お
け
ば
、な
ん
と
か
な
る
」（
相

澤
孝
夫
日
本
病
院
会
会
長
：『
社
会
保
険
旬

報
』
21
年
９
月
１
日
号
）

　

こ
の
よ
う
に
、
有
識
者
の
方
々
か
ら
も
日

本
の
医
療
を
守
る
に
は
病
院
経
営
に
あ
る
程

度
の
余
裕（
そ
れ
を
可
能
に
す
る
診
療
報
酬
）

が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
意
見
が
多
い
。

　

財
務
省
も
、
20
年
11
月
25
日
の
財
政
制
度

等
審
議
会
に
お
い
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
の
脅

威
が
続
い
て
い
る
な
か
、
闘
い
の
最
前
線
に

立
ち
続
け
、
献
身
的
な
努
力
を
重
ね
て
い
た

だ
い
て
い
る
医
療
従
事
者
の
方
々
に
は
深
い

敬
意
と
と
も
に
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
」
と
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て

い
る
。
無
論
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
る
医
療

提
供
体
制
構
築
の
た
め
に
、
多
額
の
公
費
が

投
入
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
成

果
に
つ
い
て
十
分
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
た
だ
、
地
域
医
療

を
堅
持
す
る
た
め
に
必
要
な
医
療
機
関
の

「
適
正
利
益
水
準
」
の
議
論
は
別
に
行
う
べ

き
も
の
で
あ
り
、
私
も
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

項目 要素 内容 コメント コロナ禍

診療報酬

補助金

 

一病院あたりの損益

n=101

100床あたりの平均

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

①医業収益 9,156,791 9,414,031 8,938,188 9,427,823 9,629,025 2,658,185 2,732,861 2,594,726 2,736,393 2,794,791 5.1% 2.3% 7.7% 2.1%

②医業費用 9,436,190 9,774,794 9,741,314 10,044,910 10,373,913 2,739,294 2,837,590 2,827,870 2,915,501 3,010,993 9.9% 6.1% 6.5% 3.3%

③医業利益（①-②） -279,399 -360,763 -803,125 -617,087 -744,888 -81,109 -104,728 -233,145 -179,107 -216,201

④医業外収益 510,718 539,708 1,332,400 1,572,357 1,349,988 148,260 156,675 386,791 456,371 391,829 164.3% 150.1% 1.3% -14.1%

⑤医業外費用 233,118 182,227 173,124 184,504 181,234 67,673 52,900 50,257 53,552 52,603 -22.3% -0.6% 4.7% -1.8%

⑥経常利益（（①+④）-（②+⑤）） -1,800 -3,283 356,151 770,767 423,866 -522 -953 103,390 223,712 123,026

コロナ関連の補助金を除く経常利益（⑥－⑦） -1,800 -4,224 -341,466 -193,284 -312,438 -522 -1,226 -99,126 -56,100 -90,684

医業利益率（③÷①） -3.1% -3.8% -9.0% -6.5% -7.7% -3.1% -3.8% -9.0% -6.5% -7.7%

経常利益率（⑥÷①） -0.0% -0.0% 4.0% 8.2% 4.4% -0.0% -0.0% 4.0% 8.2% 4.4%

⑨補助金（運営・施設・その他）※1 287,575 312,945 1,113,978 1,316,778 1,071,887 83,482 90,847 323,384 382,190 311,112 272.7% 242.5% -3.8% -18.6%

⑩補助金を除く医業外収益 ※2（④－⑨） 223,142 226,762 218,423 255,579 278,101 64,777 65,828 63,407 74,181 80,718 24.6% 22.6% 27.3% 8.8%

⑪損益差額 ※3（③＋⑩－⑤） -289,375 -316,228 -757,826 -546,011 -648,021 -84,005 -91,800 -219,994 -158,478 -188,086

⑦コロナ関連 緊急包括支援事業 補助金 941 697,617 964,051 736,304 273 202,516 279,812 213,710

⑧水道光熱費 補助金 0 6,817 0 1,979

対2019年
比

対2020年
比

対2021年
比

対2018年
比

科目
（単位：千円）

図表5　一病院当たりの損益・100 床当たりの平均図表6　医療機関の収益・キャッシュの流れ

数量

単価

単価

数量

外来患者数、入院患者数（病床稼働率）

仕入価格、給与

医薬品等仕入数量、職員数

医業収益－医業費用

税引後利益＋滅価償却費

医療機器購入、借入返済

医業収益

医業費用

医業利益

医業外収益

当期利益

税金

税引後当期利益

キャッシュ

キャッシュアウト

期末現預金残 ？

➡

➡

➡

➡
➡

➡
➡
➡
➡
➡

➡

基本的には高齢化で増加、コロナ禍では減少

基本的には患者数にパラレル、コロナ禍では
治療により多くの材料が必要

水光熱費、医療材料費、業務委託費等
上昇傾向続く。給与水準も上昇圧力

医業本業部分の利益

コロナ病床確保料等

平時は赤字の病院が多い、コロナ補助金で
見かけ上黒字病院が増加

コロナ補助金も4割は税金で支出

利益剰余金に蓄積
何の資産に化けているかが重要

将来的な投資の原資（医療機器、
システム投資）、借入返済の原資

コロナ補助金は医療機器等に投資

最終的にお金は残っているのか？

診療報酬改定率が影響、コロナ禍では
特例加算により上昇（特例加算は縮小方針）

担
当
者
で
あ
る
参
加
者
の
皆
さ
ん
同
士
の
横

の
つ
な
が
り
、
情
報
交
換
の
場
で
あ
る
こ
と

も
、
重
要
な
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、

お
互
い
に
忌
憚
な
く
質
問
し
合
い
、
知
見
を

得
る
良
い
機
会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
、

参
加
者
へ
呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
登
壇
し
た
瀬
下
氏
は
、
第
１
〜
５

回
の
研
修
会
に
参
加
し
た
参
加
者
た
ち
に
謝

意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
こ
れ
ま
で
の
講

演
で
疑
問
に
思
っ
た
も
の
の
、
そ
の
場
で
質

問
で
き
な
か
っ
た
人
も
い
る
と
思
う
。
今
日

は
そ
う
い
っ
た
疑
問
も
直
接
聞
い
て
も
ら
え

（資料：2023年度病院経営定期調査2023年10月10日）
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「
２
０
２
３
年
度
版
・

元
厚
生
局
医
療
指
導
監
視
監
査
官

瀬
下
忠
男
氏
か
ら
学
ぶ
！
」

「
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
起
き
て
み
る
と
、
医
療

提
供
体
制
は
あ
る
程
度
余
裕
を
も
っ
た
形
で

な
い
と
有
事
に
備
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
」（
武
田
俊
彦
元
厚
生
労

働
省
医
政
局
長
：『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』﹇
第
一

生
命
財
団
１
６
５ 
号
﹈）

「
感
染
症
が
国
内
で
拡
大
し
た
と
き
に
備
え

て
、
医
療
の
冗
長
性
（
同
じ
予
備
機
能
が
複

数
あ
る
こ
と
）
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
、
私
た
ち
は
身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
」

（
河
野
太
郎
衆
議
院
議
員
：『
日
本
を
前
に
進

　
適
正
利
益
水
準
と
い
う

議
論
の
必
要
性

　

診
療
所
の
収
益
率
は
構
造
的
に
病
院
よ
り

も
高
い
と
い
う
財
務
省
の
主
張
に
対
し
て
、

私
は
「
診
療
所
が
高
い
の
で
は
な
く
、
病
院

の
収
益
率
が
低
す
ぎ
る
」
と
い
う
こ
と
を
強

調
し
て
お
き
た
い
。

　

河
北
博
文
名
誉
会
長
も
従
前
か
ら
述
べ
ら

れ
て
い
る
、
医
療
機
関
が
医
療
の
質
確
保
に

向
け
た
再
投
資
を
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

「
適
正
利
益
水
準
」
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は

別
の
機
会
に
述
べ
た
い
と
思
う
が
、
複
数
の

医
療
機
関
を
経
営
す
る
私
の
「
肌
感
覚
」
で

言
え
ば
、
経
常
利
益
で
診
療
所
10
〜
20
％
、

病
院
8
〜
15
％
は
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

医
療
機
関
の
収
益
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
流
れ

を
、図
表
6
に
ま
と
め
て
み
た
。「
医
業
収
益
」

は
患
者
数
×
単
価
（
診
療
報
酬
点
数
）
で
決

ま
り
、そ
こ
か
ら
人
件
費
（
職
員
数
×
給
与
）

や
仕
入
費
、業
務
委
託
費
等
の
「
医
業
費
用
」

を
差
し
引
い
た
も
の
が
、
本
業
部
分
の
利
益

で
あ
る
「
医
業
利
益
」
と
な
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
患
者
数
が
減
少
し
、
単

価
は
特
例
加
算
で
上
が
っ
た
も
の
の
、
費
用

は
数
量
・
単
価
と
も
上
昇
し
、
医
業
利
益
は

マ
イ
ナ
ス
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
医
業
外
収

益
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
が
大
き

く
寄
与
し
、
当
期
利
益
、
そ
れ
に
伴
う
税
金
、

税
引
後
利
益
（
利
益
剰
余
金
）
は
増
加
し
た
。

そ
の
結
果
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
は
余
裕

が
出
た
が
、
そ
れ
が
医
療
機
器
や
シ
ス
テ
ム

へ
の
投
資
、
借
入
返
済
に
回
り
、
最
終
的
に

現
金
が
残
っ
た
か
否
か
は
、
各
医
療
機
関
の

事
情
に
よ
り
異
な
る
。

　

医
療
機
関
の
場
合
、
患
者
が
い
る
限
り
簡

単
に
廃
業
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
撤
退
リ
ス

ク
の
大
き
い
産
業
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で

は
、
財
務
省
が
医
療
機
関
の
適
正
利
益
水
準

　
コ
ロ
ナ
禍
の
外
来
単
価
の
分
析

　

財
務
省
は
、1
受
診
当
た
り
の
医
療
費（
医

科
診
療
所
・
入
院
外
）
が
２
０
０
０
年
〜
10

年
に
年
率
＋
１
・
１
％
、
10
年
〜
19
年
に
年

率
＋
１
・
４
％
で
推
移
し
た
あ
と
、
19
年
〜

22
年
は
年
率
＋
４
・
３
％
に
上
昇
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
、「
近
年
の
物
価
上
昇
率
を
超

え
た
水
準
で
急
増
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た

（
図
表
１
）。
外
来
単
価
が
物
価
上
昇
を
上
回

っ
て
増
加
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
物
価
高
を

吸
収
で
き
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
主
張
だ
。

　

ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
外
来
点
数
に

は
、
コ
ロ
ナ
特
例
の
加
算
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
厚
生
労
働

省
が
９
月
27
日
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
に
提
出
し
た
、
最
近
の
医
療
費
の
動
向
の

資
料
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
は
１
受
診
当
た
り

で
は
な
く
１
日
当
た
り
で
あ
る
が
（
図
表
2
）、

22
年
度
の
１
日
当
た
り
医
療
費
に
は
コ
ロ
ナ

特
例
分
が
３
０
０
円
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
除
く
と
、
19
年
〜
22
年
の
増
加
は
年
率
＋

３
・
１
％
と
、
総
務
省
23
年
４
月
21
日
発
表

の
消
費
者
物
価
指
数
増
加
率
で
あ
る
＋
３
・

２
％
程
度
ま
で
低
下
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

懸
念
し
た
受
診
控
え
が
起
き
る
な
か
、
受
診

間
隔
が
拡
が
る
と
、
検
査
等
を
行
う
た
め
の

１
受
診
当
た
り
の
診
療
密
度
が
上
が
り
、
単

価
も
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　

コ
ス
ト
と
の
比
較
に
つ
い
て
も
、
消
費
者

物
価
指
数
だ
け
を
対
象
と
す
る
の
は
や
や
乱

暴
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
医
療
機
関
を
受
診

さ
れ
た
人
は
わ
か
る
と
思
う
が
、
実
際
の
現

場
で
は
、
発
熱
外
来
専
用
の
ブ
ー
ス
を
増
設

し
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
か
か
わ
る
ス
タ
ッ
フ
を
追
加
雇
用
し

た
り
と
、コ
ロ
ナ
特
例
分
の
診
療
報
酬
で
は
、

と
て
も
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
コ
ス
ト
が
か
か

っ
て
い
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
医
療
機
関
の
収
益
性
や

内
部
留
保
の
見
方

　

ま
た
、
財
務
省
は
、「
診
療
所
の
収
益
が

過
去
2
年
間
で
12
％
増
加
す
る
一
方
、
費
用

は
６
・
５
％
増
加
し
、
経
常
利
益
率
は
３
・

０
％
か
ら
８
・
８
％
へ
と
急
増
。
こ
の
間
、

利
益
剰
余
金
は
約
２
割
増
加
、
看
護
師
等
の

現
場
従
事
者
の
＋
３
％
の
賃
上
げ
に
必
要
な

経
費
の
約
14
年
分
に
相
当
」
と
の
見
解
を
示

し
て
い
る
（
図
表
3
）。

　

そ
の
う
え
で
、「
診
療
所
の
収
益
率
は
構

造
的
に
病
院
よ
り
も
高
い
。
診
療
所
の
平
均

的
な
収
益
率
は
極
め
て
高
水
準
に
あ
る
こ
と

第
６
回　
意
見
・
情
報
交
換
会

東
京
都
病
院
協
会 

事
務
管
理
部
会
は
11
月
28
日
、「
２
０
２
３
年
度
版 

元
厚
生
局
医

療
指
導
監
視
監
査
官 

瀬
下
忠
男
氏
か
ら
学
ぶ
！
」の
第
６
回
意
見・情
報
交
換
会（
第

１
回
〜
５
回
全
回
申
し
込
み
者
限
定
）を
開
催
し
た
。当
日
は
瀬
下
氏
に
よ
る
講
演
の

ほ
か
、参
加
者
全
員
を
交
え
た
意
見
交
換
や
情
報
共
有
が
行
わ
れ
た
。

研
修
会
レ
ポ
ー
ト

事
務
管
理
部
会
研
修
会

　

会
の
は
じ
め
に
、
事
務
管
理
部
会
の
田
野

倉
浩
治
部
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
こ
の
研

修
会
は
、
瀬
下
忠
男
さ
ん
の
講
師
の
も
と
で

学
ぶ
勉
強
会
で
あ
る
と
同
時
に
、
各
病
院
の瀬下　忠男　氏

れ
ば
と
思
う
し
、
私
の
体
験
談
も
交
え
て
現

場
の
仕
事
に
戻
っ
た
際
に
役
立
つ
話
が
で
き

れ
ば
と
思
う
」
と
挨
拶
し
た
。

　

そ
し
て
講
演
で
は
、
瀬
下
氏
が
自
身
の
こ

れ
ま
で
の
経
歴
や
体
験
を
ベ
ー
ス
に
、
東
京

都
お
よ
び
首
都
圏
に
お
け
る
保
険
医
療
機
関

に
対
す
る
監
督
・
指
導
体
制
の
変
遷
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
現
行
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
、
意
見
を
述
べ
た
。

　

ま
ず
、
瀬
下
氏
が
当
時
の
東
京
都
福
祉
局

社
会
保
険
管
理
部
に
入
職
し
た
の
は
、
１
９

８
５
年
の
こ
と
。
２
０
０
０
年
に
東
京
社
会

保
険
事
務
局
へ
改
称
さ
れ
て
以
降
は
、
主
に

適
時
調
査
や
届
出
の
相
談
な
ど
施
設
基
準
に

関
す
る
業
務
を
担
当
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

こ
れ
ら
の
機
能
は
08
年
よ
り
厚
生
労
働
省
の

地
方
支
分
部
局
で
あ
る
厚
生
局
に
移
管
さ

れ
、
瀬
下
氏
も
関
東
信
越
厚
生
局
の
所
属
で

引
き
続
き
業
務
に
従
事
し
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
在
職
中
、
東
京
都
の
医
療
保

険
行
政
の
体
制
変
化
を
経
験
し
て
き
た
瀬
下

氏
は
、
実
際
に
業
務
に
携
わ
る
現
場
の
変
化

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
東
京
都
福
祉
局
・
東
京
社
会
保
険
事
務
局

時
代
と
厚
生
局
時
代
で
一
番
変
わ
っ
た
の

は
、範
囲
だ
っ
た
。
前
者
は
名
前
の
と
お
り
、

都
内
の
保
険
医
療
機
関
に
対
す
る
監
督
・
指

導
や
届
出
等
の
相
談
が
仕
事
で
、
範
囲
が
東

京
で
完
結
し
て
い
た
。
し
か
し
、
厚
生
局
に

移
管
後
は
、
そ
の
範
囲
が
一
気
に
１
都
９
県

ま
で
拡
大
し
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ

に
伴
っ
て
、
各
都
県
へ
の
異
動
や
配
置
換
え

も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

　

こ
の
変
化
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
瀬

下
氏
は
、
異
動
や
配
置
換
え
の
都
合
上
、
配

属
さ
れ
た
都
県
に
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
職
員

が
そ
の
ま
ま
適
時
調
査
な
ど
の
業
務
に
携
わ

る
よ
う
な
場
面
も
珍
し
く
な
く
な
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
、
深
く
担
当
都
県
の
事
情
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
吸
収
す
る
前
に
ま
た
異
動
に
な

り
、
職
員
が
経
験
値
を
蓄
積
し
づ
ら
く
な
っ

た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
は
同
じ
業

務
で
も
、
都
県
ご
と
に
業
務
の
や
り
方
な
ど

に
差
異
が
あ
る
点
も
問
題
が
あ
る
と
述
べ

た
。

「
同
じ
業
務
で
も
た
と
え
ば
、
東
京
都
と
埼

玉
県
で
や
り
方
や
現
場
の
判
断
基
準
が
全
く

違
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
関
東
信
越
厚

生
局
に
限
ら
ず
往
々
に
し
て
起
こ
り
が
ち

だ
。
そ
の
た
め
、
異
動
前
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
新

し
い
職
場
で
あ
ま
り
活
か
せ
ず
、
こ
れ
も
職

員
の
知
識
や
経
験
が
深
掘
り
さ
れ
に
く
い
要

因
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
」

　

厚
生
局
の
職
員
の
質
は
、
ひ
い
て
は
届
出

等
の
相
談
や
適
時
調
査
で
か
か
わ
る
病
院
へ

の
対
応
の
質
に
も
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、

重
大
な
課
題
だ
と
強
調
し
た
。

　

さ
ら
に
、
瀬
下
氏
は
、
施
設
基
準
等
の
管

理
・
運
用
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・

支
援
に
携
わ
る
経
験
か
ら
、
各
地
の
厚
生
局

の
印
象
や
、
病
院
か
ら
相
談
の
多
い
依
頼
な

ど
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

都
道
府
県
ご
と
や
厚
生
局
ご
と
の
や
り
方
や

や
、
利
益
剰
余
金
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
診
療
所
の
報
酬
単
価
を
引
き

下
げ
、
保
険
料
負
担
減
・
窓
口
負
担
軽
減
に

つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
」
と
、
問
題
提
起
し

た
（
図
表
4
）。
し
か
し
、
収
益
率
の
推
移

を
見
る
の
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で
急

落
し
た
20
年
の
３
・
０
％
を
起
点
に
伸
び
率

を
計
算
す
る
の
は
、
そ
も
そ
も
統
計
の
見
方

と
し
て
間
違
っ
て
い
る
。
診
療
所
の
収
益
率

は
、
過
去
６
〜
７
％
で
推
移
し
て
い
た
が
、

20
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
下
落
、
足
許

で
コ
ロ
ナ
特
例
に
よ
り
回
復
し
て
き
て
い

る
、
と
見
る
の
が
、
正
確
だ
と
思
う
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
機
関
の
収
益

性
を
見
る
場
合
、
医
業
外
収
益
に
新
型
コ
ロ

ナ
関
連
補
助
金
が
含
ま
れ
、
平
時
の
収
益
で

は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
を
加
え
て
８
・
８
％

と
い
う
の
は
、
決
し
て
高
い
わ
け
で
は
な
い

を
、
中
小
企
業
全
体
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
業
の

２
〜
３
％
相
当
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
は
、

違
和
感
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
む
し
ろ
国

民
の
生
命
に
関
与
し
て
い
る
と
い
う
点
で

は
、
た
と
え
ば
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
の
利
益

率
で
あ
る
10
〜
20
％
を
参
考
に
し
た
ほ
う

が
、
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
医
療
機
関
が
安
定
し
て

地
域
に
医
療
を
提
供
し
て
い
く
に
は
、
借
入

返
済
を
は
じ
め
、
医
療
機
器
の
更
新
や
医
療

Ｄ
Ｘ
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
投
資
を
絶
え
間
な

く
行
っ
て
い
け
る
だ
け
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
う
し
た
必
要
な
コ

ス
ト
を
積
み
上
げ
て
、
あ
る
べ
き
収
益
＝
診

療
報
酬
を
決
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

　

ち
な
み
に
、
非
常
に
ラ
フ
で
あ
る
が
、
賃

上
げ
と
物
価
高
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
必
要

な
診
療
報
酬
改
定
率
を
試
算
し
て
み
た
。
賃

上
げ
3
％
は
医
療
費
ベ
ー
ス
で
約
６
４
０
０

億
円
と
推
計
さ
れ
、
来
年
度
春
闘
で
想
定
さ

れ
る
５
％
ま
で
上
げ
る
と
１
兆
６
０
０
億
円

に
な
り
、必
要
な
改
定
率
は
そ
れ
ぞ
れ
＋
２
・

29
％
、＋
３
・
８
％
と
な
る
。

　

材
料
費
や
経
費
等
の
物
価
高
の
影
響
を

４
・
８
％
（
※
前
出
の
「
2
0
2
3
年
度
病

院
経
営
定
期
調
査
」
に
お
け
る
23
年
４
月
〜

６
月
の
前
年
比
増
加
率
）
と
仮
定
す
る
と
、

医
療
費
ベ
ー
ス
で
約
３
７
０
０
億
円
と
な

り
、
必
要
な
改
定
率
は
＋
１
・
32
%
と
な
る
。

通
常
ベ
ー
ス
の
改
定
率
を
前
回
並
み
の
＋

０
・
43
％
と
し
た
場
合
、
求
め
ら
れ
る
診
療

報
酬
改
定
率
は
最
大
で
＋
５
・
55
％
（
３
・

８
＋
１
・
32
＋
０
・
43
）に
な
る
計
算
で
あ
る
。

　
お
わ
り
に

　

東
京
都
病
院
協
会
は
、
猪
口
正
孝
会
長
を

リ
ー
ダ
ー
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
危
機
を
乗
り
切

っ
た
が
、そ
の
経
験
を
通
じ
、医
療
に
は
「
余

裕
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
も
、
率
で
は
な
く
額

で
見
る
と
、
純
利
益
は
１
０
０
０
万
円
強
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
補
助
金
を
除
い
た
医
療

機
関
の
収
益
と
い
う
点
で
は
、
診
療
所
で
は

な
く
病
院
の
デ
ー
タ
に
は
な
る
も
の
の
、
病

院
団
体
同
士
の
大
同
団
結
が
呼
び
か
け
ら
れ

る
な
か
、
日
本
医
療
法
人
協
会
、
全
日
本
病

院
協
会
、
日
本
病
院
会
の
３
団
体
が
23
年
10

月
10
日
に
公
表
し
た
、「
２
０
２
３
年
度
病

院
経
営
定
期
調
査
」
が
あ
る
。

　

同
調
査
結
果
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
補

助
金
を
除
い
た
経
常
利
益
の
推
移
を
見
る

と
、
最
近
５
年
間
一
貫
し
て
赤
字
で
あ
り
、

赤
字
幅
は
18
年
度
の
▲
１
８
０
万
円
か
ら
、

22
年
度
の
▲
３
億
１
２
４
３
万
８
０
０
０
円

へ
と
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
（
図
表
5
）。

ま
た
、
利
益
剰
余
金
に
つ
い
て
も
一
言
述
べ

て
お
き
た
い
。
利
益
剰
余
金
と
い
う
と
現
預

金
が
あ
る
と
勘
違
い
し
て
し
ま
う
が
、
多
く

の
場
合
、
利
益
剰
余
金
と
現
預
金
は
一
致
し

な
い
。
た
と
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
補
助

金
を
10
億
円
も
ら
っ
て
、Ｃ
Ｔ
や
人
工
呼
吸

器
等
の
医
療
機
器
（
償
却
期
間
５
年
）
を
10

億
円
分
購
入
し
た
ケ
ー
ス
を
考
え
て
み
る
。

　

損
益
計
算
書
（
Ｐ
／
Ｌ
）
上
は
、
補
助
金

が
医
業
外
収
益
10
億
円
、
医
療
機
器
の
減
価

償
却
費
2
億
円
、
当
期
利
益
８
億
円
（
10
億

円
-２
億
円
）、
法
人
税
３
・
２
億
円
（
税

率
40
%
）、
純
利
益
４
・
８
億
円
が
計
上
さ

れ
る
。
一
方
、
医
療
機
関
の
財
務
状
態
を
表

す
貸
借
対
照
表（
Ｂ
／
Ｓ
）上
は
、純
利
益
４
・

８
億
円
が
右
下
の
利
益
剰
余
金
に
蓄
積
さ

れ
、
左
側
の
資
産
に
医
療
機
器
8
億
円
が
計

上
さ
れ
、
現
預
金
が
法
人
税
の
支
払
い
で
-

３
・
２
億
円
減
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
利

益
剰
余
金
は
医
療
機
関
の
経
営
を
安
定
的
に

維
持
し
て
い
く
た
め
の
投
資
に
使
う
べ
き
ス

ト
ッ
ク
で
あ
り
、
物
価
高
や
賃
上
げ
等
に
は

フ
ロ
ー
の
収
益
で
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

判
断
基
準
を
あ
る
程
度
標
準
化
し
て
い
く
重

要
性
を
指
摘
す
る
。

「
や
は
り
診
療
報
酬
で
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を

占
め
て
い
る
の
は
、
施
設
基
準
だ
。
そ
う
し

た
点
か
ら
も
、
そ
の
解
釈
や
判
断
に
つ
い
て

は
あ
る
程
度
標
準
化
さ
れ
て
い
な
い
と
、
同

じ
都
道
府
県
内
で
も
地
域
間
で
の
不
公
平
感

が
生
ま
れ
か
ね
な
い
。
た
と
え
ば
、
同
じ
東

京
都
で
も
23
区
内
と
八
王
子
市
や
青
梅
市
で

は
地
域
事
情
が
異
な
る
か
ら
、
適
時
調
査
や

届
出
等
の
判
断
に
も
違
い
が
出
て
い
い
の
か

と
言
え
ば
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、

現
状
と
し
て
は
各
地
の
厚
生
局
や
都
道
府
県

で
そ
の
標
準
と
す
る
考
え
方
は
ま
ち
ま
ち
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
傾
向
に
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
東
京
都
で
も
、
茨
城
県
で
も
、
群
馬

県
で
も
、
同
じ
考
え
方
の
も
と
で
ス
タ
ー
ト

す
る
と
い
う
発
想
が
な
け
れ
ば
、
地
域
間
の

不
公
平
感
は
解
消
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
」

　

そ
の
う
え
で
瀬
下
氏
は
、
病
院
側
に
つ
い

て
も
、
相
談
な
ど
を
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思

わ
ず
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
や
確
認
し
た
い

こ
と
は
遠
慮
せ
ず
厚
生
局
に
問
い
合
わ
せ
て

ほ
し
い
と
呼
び
か
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

会
の
後
半
で
は
、
講
師
の
瀬
下
氏
と
参
加

者
に
よ
る
情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
適
時
調
査
や
施
設
基
準
の
届
出

な
ど
で
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
へ
の
疑
問
や
質

問
が
出
さ
れ
、
瀬
下
氏
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
、
他
の
参
加
者
か
ら
も
自
身
の
経
験
を
踏

ま
え
た
意
見
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
事
務
管
理
部
会
で
は
、
現
場
の
事

務
職
員
向
け
の
交
流
や
情
報
交
換
の
手
段
と

し
て
、
非
公
開
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
「
日
々

の
業
務
に
関
す
る
質
問
」
グ
ル
ー
プ
を
開
設

し
て
い
る
。
田
野
倉
部
会
長
も
、
こ
う
し
た

ツ
ー
ル
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
と
参
加
者

へ
共
有
し
た
。

め
る
』﹇
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
﹈）

「
病
床
の
稼
働
率
が
今
70
％
程
度
だ
っ
た
と

す
れ
ば
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
経
験
か
ら
、
一

般
病
床
を
感
染
症
が
起
き
た
時
に
転
用
す
る

備
え
を
し
て
お
け
ば
、な
ん
と
か
な
る
」（
相

澤
孝
夫
日
本
病
院
会
会
長
：『
社
会
保
険
旬

報
』
21
年
９
月
１
日
号
）

　

こ
の
よ
う
に
、
有
識
者
の
方
々
か
ら
も
日

本
の
医
療
を
守
る
に
は
病
院
経
営
に
あ
る
程

度
の
余
裕（
そ
れ
を
可
能
に
す
る
診
療
報
酬
）

が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
意
見
が
多
い
。

　

財
務
省
も
、
20
年
11
月
25
日
の
財
政
制
度

等
審
議
会
に
お
い
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
の
脅

威
が
続
い
て
い
る
な
か
、
闘
い
の
最
前
線
に

立
ち
続
け
、
献
身
的
な
努
力
を
重
ね
て
い
た

だ
い
て
い
る
医
療
従
事
者
の
方
々
に
は
深
い

敬
意
と
と
も
に
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
」
と
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て

い
る
。
無
論
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
る
医
療

提
供
体
制
構
築
の
た
め
に
、
多
額
の
公
費
が

投
入
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
成

果
に
つ
い
て
十
分
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
た
だ
、
地
域
医
療

を
堅
持
す
る
た
め
に
必
要
な
医
療
機
関
の

「
適
正
利
益
水
準
」
の
議
論
は
別
に
行
う
べ

き
も
の
で
あ
り
、
私
も
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

項目 要素 内容 コメント コロナ禍

診療報酬

補助金

 

一病院あたりの損益

n=101

100床あたりの平均

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

①医業収益 9,156,791 9,414,031 8,938,188 9,427,823 9,629,025 2,658,185 2,732,861 2,594,726 2,736,393 2,794,791 5.1% 2.3% 7.7% 2.1%

②医業費用 9,436,190 9,774,794 9,741,314 10,044,910 10,373,913 2,739,294 2,837,590 2,827,870 2,915,501 3,010,993 9.9% 6.1% 6.5% 3.3%

③医業利益（①-②） -279,399 -360,763 -803,125 -617,087 -744,888 -81,109 -104,728 -233,145 -179,107 -216,201

④医業外収益 510,718 539,708 1,332,400 1,572,357 1,349,988 148,260 156,675 386,791 456,371 391,829 164.3% 150.1% 1.3% -14.1%

⑤医業外費用 233,118 182,227 173,124 184,504 181,234 67,673 52,900 50,257 53,552 52,603 -22.3% -0.6% 4.7% -1.8%

⑥経常利益（（①+④）-（②+⑤）） -1,800 -3,283 356,151 770,767 423,866 -522 -953 103,390 223,712 123,026

コロナ関連の補助金を除く経常利益（⑥－⑦） -1,800 -4,224 -341,466 -193,284 -312,438 -522 -1,226 -99,126 -56,100 -90,684

医業利益率（③÷①） -3.1% -3.8% -9.0% -6.5% -7.7% -3.1% -3.8% -9.0% -6.5% -7.7%

経常利益率（⑥÷①） -0.0% -0.0% 4.0% 8.2% 4.4% -0.0% -0.0% 4.0% 8.2% 4.4%

⑨補助金（運営・施設・その他）※1 287,575 312,945 1,113,978 1,316,778 1,071,887 83,482 90,847 323,384 382,190 311,112 272.7% 242.5% -3.8% -18.6%

⑩補助金を除く医業外収益 ※2（④－⑨） 223,142 226,762 218,423 255,579 278,101 64,777 65,828 63,407 74,181 80,718 24.6% 22.6% 27.3% 8.8%

⑪損益差額 ※3（③＋⑩－⑤） -289,375 -316,228 -757,826 -546,011 -648,021 -84,005 -91,800 -219,994 -158,478 -188,086

⑦コロナ関連 緊急包括支援事業 補助金 941 697,617 964,051 736,304 273 202,516 279,812 213,710

⑧水道光熱費 補助金 0 6,817 0 1,979

対2019年
比

対2020年
比

対2021年
比

対2018年
比

科目
（単位：千円）

図表5　一病院当たりの損益・100 床当たりの平均図表6　医療機関の収益・キャッシュの流れ

数量

単価

単価

数量

外来患者数、入院患者数（病床稼働率）

仕入価格、給与

医薬品等仕入数量、職員数

医業収益－医業費用

税引後利益＋滅価償却費

医療機器購入、借入返済

医業収益

医業費用

医業利益

医業外収益

当期利益

税金

税引後当期利益

キャッシュ

キャッシュアウト

期末現預金残 ？

➡

➡

➡

➡
➡

➡
➡
➡
➡
➡

➡

基本的には高齢化で増加、コロナ禍では減少

基本的には患者数にパラレル、コロナ禍では
治療により多くの材料が必要

水光熱費、医療材料費、業務委託費等
上昇傾向続く。給与水準も上昇圧力

医業本業部分の利益

コロナ病床確保料等

平時は赤字の病院が多い、コロナ補助金で
見かけ上黒字病院が増加

コロナ補助金も4割は税金で支出

利益剰余金に蓄積
何の資産に化けているかが重要

将来的な投資の原資（医療機器、
システム投資）、借入返済の原資

コロナ補助金は医療機器等に投資

最終的にお金は残っているのか？

診療報酬改定率が影響、コロナ禍では
特例加算により上昇（特例加算は縮小方針）

担
当
者
で
あ
る
参
加
者
の
皆
さ
ん
同
士
の
横

の
つ
な
が
り
、
情
報
交
換
の
場
で
あ
る
こ
と

も
、
重
要
な
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、

お
互
い
に
忌
憚
な
く
質
問
し
合
い
、
知
見
を

得
る
良
い
機
会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
、

参
加
者
へ
呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
登
壇
し
た
瀬
下
氏
は
、
第
１
〜
５

回
の
研
修
会
に
参
加
し
た
参
加
者
た
ち
に
謝

意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
こ
れ
ま
で
の
講

演
で
疑
問
に
思
っ
た
も
の
の
、
そ
の
場
で
質

問
で
き
な
か
っ
た
人
も
い
る
と
思
う
。
今
日

は
そ
う
い
っ
た
疑
問
も
直
接
聞
い
て
も
ら
え

（資料：2023年度病院経営定期調査2023年10月10日）
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「
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
起
き
て
み
る
と
、
医
療

提
供
体
制
は
あ
る
程
度
余
裕
を
も
っ
た
形
で

な
い
と
有
事
に
備
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
」（
武
田
俊
彦
元
厚
生
労

働
省
医
政
局
長
：『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』﹇
第
一

生
命
財
団
１
６
５ 

号
﹈）

「
感
染
症
が
国
内
で
拡
大
し
た
と
き
に
備
え

て
、
医
療
の
冗
長
性
（
同
じ
予
備
機
能
が
複

数
あ
る
こ
と
）
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
、
私
た
ち
は
身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
」

（
河
野
太
郎
衆
議
院
議
員
：『
日
本
を
前
に
進

　
適
正
利
益
水
準
と
い
う

議
論
の
必
要
性

　

診
療
所
の
収
益
率
は
構
造
的
に
病
院
よ
り

も
高
い
と
い
う
財
務
省
の
主
張
に
対
し
て
、

私
は
「
診
療
所
が
高
い
の
で
は
な
く
、
病
院

の
収
益
率
が
低
す
ぎ
る
」
と
い
う
こ
と
を
強

調
し
て
お
き
た
い
。

　

河
北
博
文
名
誉
会
長
も
従
前
か
ら
述
べ
ら

れ
て
い
る
、
医
療
機
関
が
医
療
の
質
確
保
に

向
け
た
再
投
資
を
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

「
適
正
利
益
水
準
」
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は

別
の
機
会
に
述
べ
た
い
と
思
う
が
、
複
数
の

医
療
機
関
を
経
営
す
る
私
の
「
肌
感
覚
」
で

言
え
ば
、
経
常
利
益
で
診
療
所
10
〜
20
％
、

病
院
8
〜
15
％
は
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

医
療
機
関
の
収
益
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
流
れ

を
、図
表
6
に
ま
と
め
て
み
た
。「
医
業
収
益
」

は
患
者
数
×
単
価
（
診
療
報
酬
点
数
）
で
決

ま
り
、そ
こ
か
ら
人
件
費
（
職
員
数
×
給
与
）

や
仕
入
費
、業
務
委
託
費
等
の
「
医
業
費
用
」

を
差
し
引
い
た
も
の
が
、
本
業
部
分
の
利
益

で
あ
る
「
医
業
利
益
」
と
な
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
患
者
数
が
減
少
し
、
単

価
は
特
例
加
算
で
上
が
っ
た
も
の
の
、
費
用

は
数
量
・
単
価
と
も
上
昇
し
、
医
業
利
益
は

マ
イ
ナ
ス
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
医
業
外
収

益
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
が
大
き

く
寄
与
し
、
当
期
利
益
、
そ
れ
に
伴
う
税
金
、

税
引
後
利
益
（
利
益
剰
余
金
）
は
増
加
し
た
。

そ
の
結
果
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
は
余
裕

が
出
た
が
、
そ
れ
が
医
療
機
器
や
シ
ス
テ
ム

へ
の
投
資
、
借
入
返
済
に
回
り
、
最
終
的
に

現
金
が
残
っ
た
か
否
か
は
、
各
医
療
機
関
の

事
情
に
よ
り
異
な
る
。

　

医
療
機
関
の
場
合
、
患
者
が
い
る
限
り
簡

単
に
廃
業
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
撤
退
リ
ス

ク
の
大
き
い
産
業
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で

は
、
財
務
省
が
医
療
機
関
の
適
正
利
益
水
準

──はじめに、医療保険・経営管理委員会が取り
扱う内容ついて教えてください。
小川　医療保険で言うと、全国一律の診療報酬体
系において東京都は人口が多く需要が大きいとは
いえ、物価も人件費も高いといった、他府県とは
異なるハンディキャップを抱えています。それに
対し、都独自の加算を設けるといった采配が必要
ではないかという考え方があります。一方、地域
医療構想においても、この都独特の事情は加味し
なければならず、きちんとデータを示しながら各
地域の調整会議で議論されるべきでしょう。
　こうした東京都における医療保険、医療施策の
あり方について検討し、必要に応じて都にも働き
掛けていくことが、当委員会に求められる役割の
一つではないかと思います。
　とはいえ、どこまでを検討範囲とし、それを会
員病院の皆さんに役立つ企画へとどう落とし込む
のかは、まだまだ模索している状況です。
　経営管理に関しても同様の状況ですが、たとえ
ば、私の経営する病院ですでに実践し、経営管理

   定期コラム

委員会・部会活動報告
第4回：医療保険・経営管理委員会

の面で有用性を感じている取り組みに、「管理会計」
と「RPA」があります。
　前者は経営体制の強化のため、具体的に何をす
べきか、どれだけの人員が必要かなどを理解・実
践するうえで非常に有用です。後者は業務改善の
一環として始めたのですが、実際に取り入れてい
くと、大きなコストをかけずに、できる選択肢も広
いことがわかってきました。これらについては、他
の会員病院の方々にも広がればと思う半面、研修
会などで発信するにも単発の企画で理解・実践で
きる内容でもないと感じているので、どのような
形で発信するのが適切か、自院での実例を重ねな
がら今は温めているところです。
──最後に、今後の抱負をお願いします。
小川　委員会では現在、地域医療構想に焦点を絞
り、都内の問題点を見える化しようと議論していま
す。国の進める地域医療構想の方向性は、急性期を
抑え回復期や慢性期にシフトしていくものですが、
都の医療提供体制にそれが当てはめられるかにつ
いては、疑問があります。今後は、「地域密着型の

在宅療養支援病院とは」が議論されるでしょう。
　たとえば、都内の救急体制に関しても、二次救
急の配分がより適正になることで、今ある病院を
活かしながら三次救急への救急車の集中や、管外
搬送などを解決できるのではないかと感じていま
す。そのためには、現状のどこに問題があるのか
を見える化する必要があります。
　また、この見える化の際には、顧客の視点、つま
り病院にとっては地域の視点から見ることが重要
です。この視点をもって、委員会はもちろん、地域
医療構想調整会議でも医療者は議論、検討を進め
ていくほうがいいでしょう。
　そのように、協会外にも広げていく、あるいは会
員病院の方々に役立つ企画として準備をするため
にも、まずは委員会内での議論をより活性化させ
ていければと考えています。
──ありがとうございました。

第18回東京都病院学会

開催ま
で あと65日!

■主　題：自己犠牲に頼らないチームと
　　　　システムで築く献身的医療
　　　　   ―働き方改革を見据えて―
■学会長：宮崎国久（東京北医療センター管理者）
■日　時：2024年２月25日(日)午前９時～午後５時
　　　　　   (午前8時30分開場)
■会　場：アルカディア市ヶ谷（JR市ヶ谷駅徒歩２分）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
８
波

の
最
中
に
年
明
け
を
迎
え
た
２
０
２
３
年
で

し
た
が
、
そ
の
年
の
５
月
８
日
を
も
っ
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
は
感
染
症
法
上
の
２
類
相
当
か

ら
５
類
へ
と
移
行
さ
れ
、
日
本
の
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
は
新
た
な
体
制
へ
と
変
わ
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
感
染
状
況
も
全
数
把
握
か

ら
定
点
把
握
に
変
更
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
５
類
移
行
後
も

感
染
の
波
は
あ
り
、
同
年
９
月
ご
ろ
に
は
第

９
波
と
も
言
う
べ
き
感
染
拡
大
が
見
ら
れ
、

東
京
都
で
も
ピ
ー
ク
時
に
は
１
日
約
１
万
５

０
０
０
人
の
新
規
陽
性
者
が
出
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
感
染
拡
大
が
起
こ
っ
た
と
し

て
も
、
現
行
の
医
療
機
関
に
移
行
前
ほ
ど
の

診
療
報
酬
上
の
措
置
や
補
助
金
等
の
支
援
は

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
の
一
つ
と
し
て
新

型
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
に
突
入
し
た
の
が
、
23
年
と
い
う
年
に
お

け
る
ト
ピ
ッ
ク
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

　

こ
と
に
、
病
院
に
目
を
向
け
る
と
、
急
性

期
か
ら
亜
急
性
期
な
ど
で
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前

と
比
べ
、
相
変
わ
ら
ず
入
院
患
者
数
は
減
少

し
た
状
況
の
な
か
で
23
年
５
月
を
迎
え
、
全

て
の
病
院
で
通
常
医
療
の
傍
ら
新
型
コ
ロ
ナ

に
対
応
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
通

常
医
療
の
入
院
患
者
に
つ
い
て
は
、
徐
々
に

以
前
の
水
準
に
戻
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
予
想

し
て
い
た
経
営
者
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
年
末
を
迎
え
た
現

在
で
も
、
戻
っ
て
い
な
い
急
性
期
病
院
も
少

な
く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

高
齢
患
者
の
受
療
行
動
が
大
き
く
変
化
し

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
年
末
に
差
し
か

か
る
に
つ
れ
て
入
院
患
者
数
自
体
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
季
節
性
の
変
動

な
ら
、
ま
た
減
少
に
転
じ
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
も
う
一
つ
予
想
を
挙
げ
る
な
ら
、
平

均
在
院
日
数
が
短
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で
受
け
皿
が
大

き
く
な
っ
た
領
域
の
一
つ
に
、
在
宅
医
療
が

あ
り
ま
す
。
在
宅
医
療
が
力
を
つ
け
た
こ
と

で
以
前
よ
り
患
者
を
自
宅
へ
返
せ
る
よ
う
に

な
り
、
結
果
的
に
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
に

つ
な
が
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ど
の
要
因
が
本
当
に
入
院
患
者
数
の
減
少

猪口　正孝

経
営
課
題
は
山
積
し
て
い
る
が

平
時
へ
の
回
帰
が
見
え
始
め
た
年

会
長
談
話

年
末
に
寄
せ
て一

般
社
団
法
人
東
京
都
病
院
協
会
会
長

猪
口　
正
孝

　
コ
ロ
ナ
禍
の
外
来
単
価
の
分
析

　

財
務
省
は
、1
受
診
当
た
り
の
医
療
費（
医

科
診
療
所
・
入
院
外
）
が
２
０
０
０
年
〜
10

年
に
年
率
＋
１
・
１
％
、
10
年
〜
19
年
に
年

率
＋
１
・
４
％
で
推
移
し
た
あ
と
、
19
年
〜

22
年
は
年
率
＋
４
・
３
％
に
上
昇
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
、「
近
年
の
物
価
上
昇
率
を
超

え
た
水
準
で
急
増
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た

（
図
表
１
）。
外
来
単
価
が
物
価
上
昇
を
上
回

っ
て
増
加
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
物
価
高
を

吸
収
で
き
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
主
張
だ
。

　

ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
外
来
点
数
に

は
、
コ
ロ
ナ
特
例
の
加
算
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
厚
生
労
働

省
が
９
月
27
日
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
に
提
出
し
た
、
最
近
の
医
療
費
の
動
向
の

資
料
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
は
１
受
診
当
た
り

で
は
な
く
１
日
当
た
り
で
あ
る
が
（
図
表
2
）、

22
年
度
の
１
日
当
た
り
医
療
費
に
は
コ
ロ
ナ

特
例
分
が
３
０
０
円
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
除
く
と
、
19
年
〜
22
年
の
増
加
は
年
率
＋

３
・
１
％
と
、
総
務
省
23
年
４
月
21
日
発
表

の
消
費
者
物
価
指
数
増
加
率
で
あ
る
＋
３
・

２
％
程
度
ま
で
低
下
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
は
、
現
状
は
は
っ

き
り
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
わ
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
明
確
な
対
策
を
講
じ
づ
ら
い
と

い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
物
価
高
騰
・
人
件
費
上
昇

病
院
経
営
へ
の
影
響
は
続
く

　

も
う
一
つ
、
近
年
の
病
院
経
営
を
圧
迫
す

る
ト
ピ
ッ
ク
に
、
物
価
高
騰
が
あ
り
ま
す
。

国
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
」
に
よ
る
支
援
も
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
傷
ん
だ
経
営
状
況
を
十
分
補

て
ん
す
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

水
道
光
熱
費
に
限
ら
ず
病
院
経
営
に
か
か
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
も
物
価

高
騰
は
表
れ
て
い
る
た
め
、
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
全
業
界
で
の
推
進
が
求
め
ら
れ

て
い
る
賃
金
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
23
年
の
春
以
降
、
定
期
昇
給
な

ら
と
も
か
く
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
ま
で
達
成
で

き
た
病
院
は
そ
う
多
く
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
診
療
報
酬
上
、
あ
る
い
は
特
定
の
補

助
金
と
い
っ
た
形
に
な
る
か
は
と
も
か
く
、

一
定
の
支
援
が
な
け
れ
ば
全
病
院
で
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
秋
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
て
、

２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
議

論
も
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
11
月

に
財
務
省
か
ら
、
特
に
診
療
所
に
対
し
て
報

酬
の
引
き
下
げ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
っ

た
論
調
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
診
療
所
の
平
均
的
な
収

益
率
が
病
院
と
比
較
し
て
も
高
い
と
い
う
主

張
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
病
院
の
収

益
率
が
低
す
ぎ
る
た
め
に
そ
う
見
え
る
の
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

さ
て
、
私
自
身
の
23
年
の
出
来
事
を
振
り

返
る
な
ら
、
12
年
間
務
め
た
東
京
都
医
師
会

の
副
会
長
を
辞
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

東
京
都
病
院
協
会
の
常
任
理
事
で
も
あ
る
土

谷
明
男
先
生
に
新
た
に
副
会
長
へ
就
任
い
た

だ
き
、
ま
た
、
都
病
協
常
任
理
事
の
大
坪
由

里
子
先
生
、
小
平
祐
造
先
生
、
な
ら
び
に
参

与
の
新
井
悟
先
生
に
は
引
き
続
き
都
医
の
理

事
も
務
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
、
今
後

も
双
方
の
連
携
は
盤
石
だ
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
私
自
身
は
今
後
、都
病
協
会
長
の
任
に
、

よ
り
一
層
専
念
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
23
年
も
病
院
経
営
を
取
り
巻
く

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
す
る
年
で
し
た

が
、
一
方
で
、
23
年
２
月
の
第
17
回
東
京
都

病
院
学
会
は
久
し
ぶ
り
に
完
全
会
場
開
催
で

実
施
で
き
た
な
ど
、
少
し
ず
つ
平
時
へ
の
活

動
へ
の
回
帰
が
見
ら
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
都
病
協
と
し
て
も
、
さ
ら

な
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
会
員
病
院
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
ま
ず
は
直
近
の
第
18
回
東
京
都
病
院
学

会
を
は
じ
め
、
来
年
も
引
き
続
き
ご
協
力
を

賜
れ
ま
す
と
幸
い
で
す
。

懸
念
し
た
受
診
控
え
が
起
き
る
な
か
、
受
診

間
隔
が
拡
が
る
と
、
検
査
等
を
行
う
た
め
の

１
受
診
当
た
り
の
診
療
密
度
が
上
が
り
、
単

価
も
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　

コ
ス
ト
と
の
比
較
に
つ
い
て
も
、
消
費
者

物
価
指
数
だ
け
を
対
象
と
す
る
の
は
や
や
乱

暴
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
医
療
機
関
を
受
診

さ
れ
た
人
は
わ
か
る
と
思
う
が
、
実
際
の
現

場
で
は
、
発
熱
外
来
専
用
の
ブ
ー
ス
を
増
設

し
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
か
か
わ
る
ス
タ
ッ
フ
を
追
加
雇
用
し

た
り
と
、コ
ロ
ナ
特
例
分
の
診
療
報
酬
で
は
、

と
て
も
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
コ
ス
ト
が
か
か

っ
て
い
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
医
療
機
関
の
収
益
性
や

内
部
留
保
の
見
方

　

ま
た
、
財
務
省
は
、「
診
療
所
の
収
益
が

過
去
2
年
間
で
12
％
増
加
す
る
一
方
、
費
用

は
６
・
５
％
増
加
し
、
経
常
利
益
率
は
３
・

０
％
か
ら
８
・
８
％
へ
と
急
増
。
こ
の
間
、

利
益
剰
余
金
は
約
２
割
増
加
、
看
護
師
等
の

現
場
従
事
者
の
＋
３
％
の
賃
上
げ
に
必
要
な

経
費
の
約
14
年
分
に
相
当
」
と
の
見
解
を
示

し
て
い
る
（
図
表
3
）。

　

そ
の
う
え
で
、「
診
療
所
の
収
益
率
は
構

造
的
に
病
院
よ
り
も
高
い
。
診
療
所
の
平
均

的
な
収
益
率
は
極
め
て
高
水
準
に
あ
る
こ
と

　

会
の
は
じ
め
に
、
事
務
管
理
部
会
の
田
野

倉
浩
治
部
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
こ
の
研

修
会
は
、
瀬
下
忠
男
さ
ん
の
講
師
の
も
と
で

学
ぶ
勉
強
会
で
あ
る
と
同
時
に
、
各
病
院
の

れ
ば
と
思
う
し
、
私
の
体
験
談
も
交
え
て
現

場
の
仕
事
に
戻
っ
た
際
に
役
立
つ
話
が
で
き

れ
ば
と
思
う
」
と
挨
拶
し
た
。

　

そ
し
て
講
演
で
は
、
瀬
下
氏
が
自
身
の
こ

れ
ま
で
の
経
歴
や
体
験
を
ベ
ー
ス
に
、
東
京

都
お
よ
び
首
都
圏
に
お
け
る
保
険
医
療
機
関

に
対
す
る
監
督
・
指
導
体
制
の
変
遷
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
現
行
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
、
意
見
を
述
べ
た
。

　

ま
ず
、
瀬
下
氏
が
当
時
の
東
京
都
福
祉
局

社
会
保
険
管
理
部
に
入
職
し
た
の
は
、
１
９

８
５
年
の
こ
と
。
２
０
０
０
年
に
東
京
社
会

保
険
事
務
局
へ
改
称
さ
れ
て
以
降
は
、
主
に

適
時
調
査
や
届
出
の
相
談
な
ど
施
設
基
準
に

関
す
る
業
務
を
担
当
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

こ
れ
ら
の
機
能
は
08
年
よ
り
厚
生
労
働
省
の

地
方
支
分
部
局
で
あ
る
厚
生
局
に
移
管
さ

れ
、
瀬
下
氏
も
関
東
信
越
厚
生
局
の
所
属
で

引
き
続
き
業
務
に
従
事
し
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
在
職
中
、
東
京
都
の
医
療
保

険
行
政
の
体
制
変
化
を
経
験
し
て
き
た
瀬
下

氏
は
、
実
際
に
業
務
に
携
わ
る
現
場
の
変
化

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
東
京
都
福
祉
局
・
東
京
社
会
保
険
事
務
局

時
代
と
厚
生
局
時
代
で
一
番
変
わ
っ
た
の

は
、範
囲
だ
っ
た
。
前
者
は
名
前
の
と
お
り
、

都
内
の
保
険
医
療
機
関
に
対
す
る
監
督
・
指

導
や
届
出
等
の
相
談
が
仕
事
で
、
範
囲
が
東

京
で
完
結
し
て
い
た
。
し
か
し
、
厚
生
局
に

移
管
後
は
、
そ
の
範
囲
が
一
気
に
１
都
９
県

ま
で
拡
大
し
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ

に
伴
っ
て
、
各
都
県
へ
の
異
動
や
配
置
換
え

も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

　

こ
の
変
化
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
瀬

下
氏
は
、
異
動
や
配
置
換
え
の
都
合
上
、
配

属
さ
れ
た
都
県
に
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
職
員

が
そ
の
ま
ま
適
時
調
査
な
ど
の
業
務
に
携
わ

る
よ
う
な
場
面
も
珍
し
く
な
く
な
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
、
深
く
担
当
都
県
の
事
情
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
吸
収
す
る
前
に
ま
た
異
動
に
な

り
、
職
員
が
経
験
値
を
蓄
積
し
づ
ら
く
な
っ

た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
は
同
じ
業

務
で
も
、
都
県
ご
と
に
業
務
の
や
り
方
な
ど

に
差
異
が
あ
る
点
も
問
題
が
あ
る
と
述
べ

た
。

「
同
じ
業
務
で
も
た
と
え
ば
、
東
京
都
と
埼

玉
県
で
や
り
方
や
現
場
の
判
断
基
準
が
全
く

違
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
関
東
信
越
厚

生
局
に
限
ら
ず
往
々
に
し
て
起
こ
り
が
ち

だ
。
そ
の
た
め
、
異
動
前
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
新

し
い
職
場
で
あ
ま
り
活
か
せ
ず
、
こ
れ
も
職

員
の
知
識
や
経
験
が
深
掘
り
さ
れ
に
く
い
要

因
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
」

　

厚
生
局
の
職
員
の
質
は
、
ひ
い
て
は
届
出

等
の
相
談
や
適
時
調
査
で
か
か
わ
る
病
院
へ

の
対
応
の
質
に
も
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、

重
大
な
課
題
だ
と
強
調
し
た
。

　

さ
ら
に
、
瀬
下
氏
は
、
施
設
基
準
等
の
管

理
・
運
用
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・

支
援
に
携
わ
る
経
験
か
ら
、
各
地
の
厚
生
局

の
印
象
や
、
病
院
か
ら
相
談
の
多
い
依
頼
な

ど
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

都
道
府
県
ご
と
や
厚
生
局
ご
と
の
や
り
方
や

や
、
利
益
剰
余
金
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
診
療
所
の
報
酬
単
価
を
引
き

下
げ
、
保
険
料
負
担
減
・
窓
口
負
担
軽
減
に

つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
」
と
、
問
題
提
起
し

た
（
図
表
4
）。
し
か
し
、
収
益
率
の
推
移

を
見
る
の
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で
急

落
し
た
20
年
の
３
・
０
％
を
起
点
に
伸
び
率

を
計
算
す
る
の
は
、
そ
も
そ
も
統
計
の
見
方

と
し
て
間
違
っ
て
い
る
。
診
療
所
の
収
益
率

は
、
過
去
６
〜
７
％
で
推
移
し
て
い
た
が
、

20
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
下
落
、
足
許

で
コ
ロ
ナ
特
例
に
よ
り
回
復
し
て
き
て
い

る
、
と
見
る
の
が
、
正
確
だ
と
思
う
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
機
関
の
収
益

性
を
見
る
場
合
、
医
業
外
収
益
に
新
型
コ
ロ

ナ
関
連
補
助
金
が
含
ま
れ
、
平
時
の
収
益
で

は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
を
加
え
て
８
・
８
％

と
い
う
の
は
、
決
し
て
高
い
わ
け
で
は
な
い

を
、
中
小
企
業
全
体
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
業
の

２
〜
３
％
相
当
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
は
、

違
和
感
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
む
し
ろ
国

民
の
生
命
に
関
与
し
て
い
る
と
い
う
点
で

は
、
た
と
え
ば
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
の
利
益

率
で
あ
る
10
〜
20
％
を
参
考
に
し
た
ほ
う

が
、
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
医
療
機
関
が
安
定
し
て

地
域
に
医
療
を
提
供
し
て
い
く
に
は
、
借
入

返
済
を
は
じ
め
、
医
療
機
器
の
更
新
や
医
療

Ｄ
Ｘ
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
投
資
を
絶
え
間
な

く
行
っ
て
い
け
る
だ
け
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
う
し
た
必
要
な
コ

ス
ト
を
積
み
上
げ
て
、
あ
る
べ
き
収
益
＝
診

療
報
酬
を
決
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

　

ち
な
み
に
、
非
常
に
ラ
フ
で
あ
る
が
、
賃

上
げ
と
物
価
高
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
必
要

な
診
療
報
酬
改
定
率
を
試
算
し
て
み
た
。
賃

上
げ
3
％
は
医
療
費
ベ
ー
ス
で
約
６
４
０
０

億
円
と
推
計
さ
れ
、
来
年
度
春
闘
で
想
定
さ

れ
る
５
％
ま
で
上
げ
る
と
１
兆
６
０
０
億
円

に
な
り
、必
要
な
改
定
率
は
そ
れ
ぞ
れ
＋
２
・

29
％
、＋
３
・
８
％
と
な
る
。

　

材
料
費
や
経
費
等
の
物
価
高
の
影
響
を

４
・
８
％
（
※
前
出
の
「
2
0
2
3
年
度
病

院
経
営
定
期
調
査
」
に
お
け
る
23
年
４
月
〜

６
月
の
前
年
比
増
加
率
）
と
仮
定
す
る
と
、

医
療
費
ベ
ー
ス
で
約
３
７
０
０
億
円
と
な

り
、
必
要
な
改
定
率
は
＋
１
・
32
%
と
な
る
。

通
常
ベ
ー
ス
の
改
定
率
を
前
回
並
み
の
＋

０
・
43
％
と
し
た
場
合
、
求
め
ら
れ
る
診
療

報
酬
改
定
率
は
最
大
で
＋
５
・
55
％
（
３
・

８
＋
１
・
32
＋
０
・
43
）に
な
る
計
算
で
あ
る
。

　
お
わ
り
に

　

東
京
都
病
院
協
会
は
、
猪
口
正
孝
会
長
を

リ
ー
ダ
ー
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
危
機
を
乗
り
切

っ
た
が
、そ
の
経
験
を
通
じ
、医
療
に
は
「
余

裕
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
も
、
率
で
は
な
く
額

で
見
る
と
、
純
利
益
は
１
０
０
０
万
円
強
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
補
助
金
を
除
い
た
医
療

機
関
の
収
益
と
い
う
点
で
は
、
診
療
所
で
は

な
く
病
院
の
デ
ー
タ
に
は
な
る
も
の
の
、
病

院
団
体
同
士
の
大
同
団
結
が
呼
び
か
け
ら
れ

る
な
か
、
日
本
医
療
法
人
協
会
、
全
日
本
病

院
協
会
、
日
本
病
院
会
の
３
団
体
が
23
年
10

月
10
日
に
公
表
し
た
、「
２
０
２
３
年
度
病

院
経
営
定
期
調
査
」
が
あ
る
。

　

同
調
査
結
果
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
補

助
金
を
除
い
た
経
常
利
益
の
推
移
を
見
る

と
、
最
近
５
年
間
一
貫
し
て
赤
字
で
あ
り
、

赤
字
幅
は
18
年
度
の
▲
１
８
０
万
円
か
ら
、

22
年
度
の
▲
３
億
１
２
４
３
万
８
０
０
０
円

へ
と
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
（
図
表
5
）。

ま
た
、
利
益
剰
余
金
に
つ
い
て
も
一
言
述
べ

て
お
き
た
い
。
利
益
剰
余
金
と
い
う
と
現
預

金
が
あ
る
と
勘
違
い
し
て
し
ま
う
が
、
多
く

の
場
合
、
利
益
剰
余
金
と
現
預
金
は
一
致
し

な
い
。
た
と
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
補
助

金
を
10
億
円
も
ら
っ
て
、Ｃ
Ｔ
や
人
工
呼
吸

器
等
の
医
療
機
器
（
償
却
期
間
５
年
）
を
10

億
円
分
購
入
し
た
ケ
ー
ス
を
考
え
て
み
る
。

　

損
益
計
算
書
（
Ｐ
／
Ｌ
）
上
は
、
補
助
金

が
医
業
外
収
益
10
億
円
、
医
療
機
器
の
減
価

償
却
費
2
億
円
、
当
期
利
益
８
億
円
（
10
億

円
-２
億
円
）、
法
人
税
３
・
２
億
円
（
税

率
40
%
）、
純
利
益
４
・
８
億
円
が
計
上
さ

れ
る
。
一
方
、
医
療
機
関
の
財
務
状
態
を
表

す
貸
借
対
照
表（
Ｂ
／
Ｓ
）上
は
、純
利
益
４
・

８
億
円
が
右
下
の
利
益
剰
余
金
に
蓄
積
さ

れ
、
左
側
の
資
産
に
医
療
機
器
8
億
円
が
計

上
さ
れ
、
現
預
金
が
法
人
税
の
支
払
い
で
-

３
・
２
億
円
減
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
利

益
剰
余
金
は
医
療
機
関
の
経
営
を
安
定
的
に

維
持
し
て
い
く
た
め
の
投
資
に
使
う
べ
き
ス

ト
ッ
ク
で
あ
り
、
物
価
高
や
賃
上
げ
等
に
は

フ
ロ
ー
の
収
益
で
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

判
断
基
準
を
あ
る
程
度
標
準
化
し
て
い
く
重

要
性
を
指
摘
す
る
。

「
や
は
り
診
療
報
酬
で
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を

占
め
て
い
る
の
は
、
施
設
基
準
だ
。
そ
う
し

た
点
か
ら
も
、
そ
の
解
釈
や
判
断
に
つ
い
て

は
あ
る
程
度
標
準
化
さ
れ
て
い
な
い
と
、
同

じ
都
道
府
県
内
で
も
地
域
間
で
の
不
公
平
感

が
生
ま
れ
か
ね
な
い
。
た
と
え
ば
、
同
じ
東

京
都
で
も
23
区
内
と
八
王
子
市
や
青
梅
市
で

は
地
域
事
情
が
異
な
る
か
ら
、
適
時
調
査
や

届
出
等
の
判
断
に
も
違
い
が
出
て
い
い
の
か

と
言
え
ば
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、

現
状
と
し
て
は
各
地
の
厚
生
局
や
都
道
府
県

で
そ
の
標
準
と
す
る
考
え
方
は
ま
ち
ま
ち
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
傾
向
に
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
東
京
都
で
も
、
茨
城
県
で
も
、
群
馬

県
で
も
、
同
じ
考
え
方
の
も
と
で
ス
タ
ー
ト

す
る
と
い
う
発
想
が
な
け
れ
ば
、
地
域
間
の

不
公
平
感
は
解
消
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
」

　

そ
の
う
え
で
瀬
下
氏
は
、
病
院
側
に
つ
い

て
も
、
相
談
な
ど
を
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思

わ
ず
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
や
確
認
し
た
い

こ
と
は
遠
慮
せ
ず
厚
生
局
に
問
い
合
わ
せ
て

ほ
し
い
と
呼
び
か
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

会
の
後
半
で
は
、
講
師
の
瀬
下
氏
と
参
加

者
に
よ
る
情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
適
時
調
査
や
施
設
基
準
の
届
出

な
ど
で
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
へ
の
疑
問
や
質

問
が
出
さ
れ
、
瀬
下
氏
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
、
他
の
参
加
者
か
ら
も
自
身
の
経
験
を
踏

ま
え
た
意
見
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
事
務
管
理
部
会
で
は
、
現
場
の
事

務
職
員
向
け
の
交
流
や
情
報
交
換
の
手
段
と

し
て
、
非
公
開
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
「
日
々

の
業
務
に
関
す
る
質
問
」
グ
ル
ー
プ
を
開
設

し
て
い
る
。
田
野
倉
部
会
長
も
、
こ
う
し
た

ツ
ー
ル
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
と
参
加
者

へ
共
有
し
た
。

め
る
』﹇
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
﹈）

「
病
床
の
稼
働
率
が
今
70
％
程
度
だ
っ
た
と

す
れ
ば
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
経
験
か
ら
、
一

般
病
床
を
感
染
症
が
起
き
た
時
に
転
用
す
る

備
え
を
し
て
お
け
ば
、な
ん
と
か
な
る
」（
相

澤
孝
夫
日
本
病
院
会
会
長
：『
社
会
保
険
旬

報
』
21
年
９
月
１
日
号
）

　

こ
の
よ
う
に
、
有
識
者
の
方
々
か
ら
も
日

本
の
医
療
を
守
る
に
は
病
院
経
営
に
あ
る
程

度
の
余
裕（
そ
れ
を
可
能
に
す
る
診
療
報
酬
）

が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
意
見
が
多
い
。

　

財
務
省
も
、
20
年
11
月
25
日
の
財
政
制
度

等
審
議
会
に
お
い
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
の
脅

威
が
続
い
て
い
る
な
か
、
闘
い
の
最
前
線
に

立
ち
続
け
、
献
身
的
な
努
力
を
重
ね
て
い
た

だ
い
て
い
る
医
療
従
事
者
の
方
々
に
は
深
い

敬
意
と
と
も
に
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
」
と
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て

い
る
。
無
論
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
る
医
療

提
供
体
制
構
築
の
た
め
に
、
多
額
の
公
費
が

投
入
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
成

果
に
つ
い
て
十
分
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
た
だ
、
地
域
医
療

を
堅
持
す
る
た
め
に
必
要
な
医
療
機
関
の

「
適
正
利
益
水
準
」
の
議
論
は
別
に
行
う
べ

き
も
の
で
あ
り
、
私
も
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

非公開SNS「日々の業務に関する質問」
グループのご案内

会員病院の皆様からのご質問に、事務管理部会役員が回
答いたします。ご参加希望の方は、下記QRコードの案内文、
運用ルールをご確認のうえ、お申し込みください。

運
営
ル
ー
ル
詳
細
は

こ
ち
ら
の

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
！

担
当
者
で
あ
る
参
加
者
の
皆
さ
ん
同
士
の
横

の
つ
な
が
り
、
情
報
交
換
の
場
で
あ
る
こ
と

も
、
重
要
な
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、

お
互
い
に
忌
憚
な
く
質
問
し
合
い
、
知
見
を

得
る
良
い
機
会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
、

参
加
者
へ
呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
登
壇
し
た
瀬
下
氏
は
、
第
１
〜
５

回
の
研
修
会
に
参
加
し
た
参
加
者
た
ち
に
謝

意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
こ
れ
ま
で
の
講

演
で
疑
問
に
思
っ
た
も
の
の
、
そ
の
場
で
質

問
で
き
な
か
っ
た
人
も
い
る
と
思
う
。
今
日

は
そ
う
い
っ
た
疑
問
も
直
接
聞
い
て
も
ら
え

小川 聡子
委員長

案
内
の
詳
細
は

こ
ち
ら
の

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
！


